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■
新
型
コ
ロ
ナ
も
５
類
と
な
り
、
マ
ス
ク
生
活

も
無
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
長
年
マ
ス
ク

生
活
を
続
け
て
い
た
た
め
、
外
す
こ
と
に
抵
抗

を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
外

せ
な
い
も
う
一
つ
の
理
由
が
、
顔
の
頬
が
た
る

ん
で
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
こ
と
。Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
情
報
に
よ
る
と
、
感
染
予
防
と
し
て
多
く

の
人
が
会
話
や
大
声
等
を
避
け
て
い
た
た
め
、

顔
の
筋
肉
が
衰
え
て
し
ま
っ
た
の
が
原
因
だ

そ
う
で
す
。
み
な
さ
ん
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

気
に
な
る
方
は
笑
顔
を
取
り
戻
す
た
め
、
顔

筋
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
始
め
ま
し
ょ
う
。　
（
も
）

第
26
回
通
常
総
代
会
・
・
・
P3

みんなの
よい食プロジェクト
笑味ちゃん

籾数の多い充実した
穂作りを目指して

穂肥を施用しましょ
う。

スイートコーンの抑
制栽培 害虫対策を

万全に
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緊 急 連 絡 先
事故をしてしまったら 0120-25-8931TEL

通帳・キャッシュカードを無くしてしまった 0120-21-5522TEL

葬儀に関するご相談は 0120-098-382TEL

プロパンガス・ガス器具のお問い合わせは 0573-68-7744TEL

岐阜県下ＪＡグループは
地産地消を推進しています
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本 店
恵 那 支 店
山 岡 支 店
明 智 支 店
ローンセンター中津川店
ローンセンター恵那店

78-0124
25-5291
56-2121
54-2171
65-3145
26-2999

上 村 支 店
坂 下 支 店
加 子 母 支 店
付 知 支 店
福 岡 支 店

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

47-2311
75-4111
79-2241
82-2121
72-2121

無料相談日 開催場所 市外局番 ☎（0573)

葬儀相談会【９：００～１２：００】

7月

　
8月

恵那支店
坂下支店
福岡支店
加子母支店
付知支店
山岡支店
上村支店
明智支店
恵那支店
坂下支店
福岡支店
加子母支店
付知支店

月　　日内 容 場　　所

年金
相談

月　　日内 容 場　　所

7月

　
　
8月

10日（水）
11日（木）
16日（火）
17日（水）
8日（木）
14日（水）
20日（火）
21日（水）

福岡支店
本　　店
恵那支店
山岡支店
本　　店
福岡支店
恵那支店
山岡支店

中津川店
恵 那 店
中津川店

山岡支店
本　　店
恵那支店
福岡支店

月　　日内 容 場　　所

法律
相談

7月

8月

10日（水）
22日（月）
14日（水）
22日（木）

税務
相談

専門家に無料で相談できます。
お気軽にご利用ください。
電話予約が必要です。

10日（水）
〃　　

17日（水）
〃　　
〃　　
7日（水）
〃　　
〃　　

14日（水）
〃　　

21日（水）
〃　　
〃　　

7月
8月

月　　日内 容 場　　所

ローン
  センター
年金
相談

21日（日）
4日（日）
18日（日）

組 合 員 数
出 資 金
貯 金
貸 出 金
共 済 保 有 高
購買品取扱高
販売品取扱高

32,924人
26億8,886万円

2,541億4,441万円
339億992万円

5,006億6,274万円
10億2,629万円
5億5,469万円

無 料 相 談 日

JAひがしみの概況
（令和6年5月31日現在）

理 事 会

第3回理事会 （令和６年6月２7日）

次の事項が審議されました。
【附議事項】
①第26年度業務報告書について
②２０２４年版コンプライアンス・マニュ
アルの改正について

③令和６年度の各理事の報酬額につ
いて

④役員賠償責任保険の加入（継続）に
ついて

⑤理事との利益相反契約について

ここだけの話
JA
 HI
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Yume Note

皮ごとＢＢＱで焼いて
食べるのがオススメ

●８月　１日（木）  中央ホール
●８月　５日（月）  中央ホール
●８月１１日（日）  中央ホール
　　　 〃　　　 恵南ホール

●８月１７日（土）  中央ホール
●８月２３日（金）  中央ホール
●８月２９日（木）  中央ホール

お問い合わせ

■中央ホール  ※ＪＡ葬祭センター事務所にて受付
　中津川市茄子川２０４０

■恵南ホール
　恵那市山岡町上手向２６２７

℡０１２０-０９８-３８２
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７
月
下
旬
か
ら
い
よ
い
よ
発
送
が
始
ま
る
ス
イ
ー
ト
コ
ー

ン
の
宅
配
便「
ふ
る
さ
と
パ
ッ
ク
」。
恵
南
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

生
産
協
議
会
の
13
戸
が
、
味
が
自
慢
の
品
種「
恵
味
ゴ
ー
ル
ド
」

を
栽
培
し
、
チ
ル
ド
便
で
鮮
度
も
そ
の
ま
ま
に
発
送
し
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。

　
「
６
月
中
旬
か
ら
出
荷
直
前
ま
で
は
毎
日
、
畑
を
丹
念
に

見
回
っ
て
害
虫
対
策
に
気
が
抜
け
な
い
」と
話
す
成
瀬
さ
ん
。

防
風
ネ
ッ
ト
を
張
り
巡
ら
せ
た
畑
に
は
倒
伏
防
止
の
マ
イ

カ
ー
線
を
引
っ
張
っ
て
、
高
い
品
質
の
コ
ー
ン
を
出
荷
で
き

る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

恵
南
地
域
を
中
心
に
こ
う
し
た
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
販
売

が
始
ま
っ
て
約
25
年
。
成
瀬
さ
ん
も
最
初
期
か
ら
メ
ン
バ
ー

に
加
わ
っ
て
お
り
、
15
a
で
５
，０
０
０
本
を
育
て
て
い
ま
す
。

約
２
週
間
の
発
送
期
間
は
毎
日
、
新
鮮
な
コ
ー
ン
の
品
質
を

確
か
め
な
が
ら
、
丁
寧
な
調
整
を
行
っ
て
送
り
出
し
ま
す
。

　

成
瀬
さ
ん
は
約
50
年
、
狩
猟
に
携
わ
っ
て
き
て
お
り
、
春
か

ら
秋
に
は
ワ
ナ
に
よ
る
有
害

鳥
獣
の
駆
除
も
行
っ
て
い
ま

す
。成
瀬
さ
ん
宅
で
は
夏
の
間
、

イ
ノ
シ
シ
肉
と
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
家
族
で

囲
む
の
が
恒
例
。「
皮
ご
と
表

面
が
黒
く
な
る
ま
で
焼
い
て

か
ら
皮
を
む
き
、
好
み
で
醤

油
を
た
ら
し
て
食
べ
る
と
お

い
し
い
よ
」と
勧
め
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
は
1,
0
0
0
箱
を
出
荷
予
定
の

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の「
ふ
る
さ
と
パ
ッ
ク
」。
そ
の

人
気
と
は
裏
腹
に
、
生
産
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
は

高
齢
化
が
進
ん
で
、
販
売
は
年
々
、
縮
小
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
は
、

４
月
の
種
ま
き
か
ら
７

月
下
旬
の
出
荷
ま
で
約

４
カ
月
間
と
い
う
比
較

的
短
い
期
間
に
で
き
る

作
物
で
す
。
栽
培
に
興

味
の
あ
る
方
は
、Ｊ
Ａ

ひ
が
し
み
の
恵
南
ア
グ

リ
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
■
栽
培
に
興
味
の
あ
る
方
は
こ
ち
ら

　

恵
南
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー

　

℡ 
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第
26
年
度（
令
和
5
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
6
年
3
月
31
日
ま
で
）

貸
借
対
照
表
、損
益
計
算
書
及
び
注
記
表
の
内
容
並
び
に
会
計
監

査
人
の
監
査
報
告
及
び
監
事
の
監
査
報
告
に
つ
い
て

　

貸
借
対
照
表
、損
益
計
算
書
を
６
ペ
ー
ジ
に
記
載
。た
だ
し
、「
注

記
表
」並
び
に「
附
属
明
細
書
」に
つ
い
て
は
、
法
令
及
び
定
款
第

40
条
第
5
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
組
合
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（https://ja-higashim
ino.or.jp

）に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

第
26
年
度（
令
和
5
年
度
）事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
の
承
認

に
つ
い
て（
４
〜
７
ペ
ー
ジ
に
抜
粋
あ
り
）

第
27
年
度（
令
和
6
年
度
）事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

（
７
〜
９
ペ
ー
ジ
に
抜
粋
あ
り
）

　

な
お
、
令
和
6
年
4
月
か
ら
既
に
着
手
し
て
い
る
項
目
に
つ
い

て
は
、
本
議
案
に
よ
り
追
認
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
「
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
令
和
4
年
法
律
第
67
号
）」

に
よ
り
懲
役
及
び
禁
錮
が
廃
止
さ
れ
、
拘
禁
刑
が
創
設
さ
れ
た
こ

と
を
受
け「
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
法
律
の
整
理
に
関
す
る
法
律（
令
和
4
年
法
律
第
68
号
）」に
よ

り
農
協
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
文
言
変
更
を
行

う
た
め
、
変
更
の
承
認
を
求
め
る
。

　

併
せ
て
、
令
和
5
年
4
月
1
日
に
施
行
さ
れ
た「
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
令
和
4
年
法
律
第
56

号
）」に
よ
り
、
連
合
会
が
農
業
経
営
を
行
う
場
合
に
会
員
で
あ
る

組
合
に
お
け
る
総
会
決
議
を
要
さ
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
当
該
規

定
の
削
除
を
行
う
。

　

ま
た
、
昨
今
の
個
人
情
報
保
護
意
識
の
高
ま
り
等
を
踏
ま
え
て
、

総
代
選
挙
に
お
け
る
立
候
補
者
等
の
掲
示
に
際
し
、
従
来
の
住
所

に
代
え
、「
選
挙
区
」を
掲
示
す
る
変
更
を
行
う
。

理
事
及
び
監
事
の
報
酬
額
の
決
定
に
つ
い
て

１.
昨
年
度
の
支
給
実
績
及
び
事
業
実
績
、
経
済
情
勢
の
変
化
等

諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
令
和
6
年
度
の
理
事
の
報
酬
に

つ
い
て
は
総
額
6,
0
0
0
万
円
以
内
と
し
、
そ
の
範
囲
内
に

お
け
る
各
理
事
の
報
酬
額
、
支
給
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
理

事
会
に
一
任
す
る
。

　

な
お
、
理
事
の
報
酬
額
に
は
職
員
兼
務
理
事
の
職
員
分
給

与
は
含
ま
な
い
も
の
と
し
ま
す
。
ま
た
、
理
事
は
27
名
で
す
。

2
．昨
年
度
の
支
給
実
績
及
び
事
業
実
績
、
経
済
情
勢
の
変
化
等

諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
令
和
6
年
度
の
監
事
の
報
酬
に

つ
い
て
は
総
額
1,
3
5
0
万
円
以
内
と
し
、
そ
の
範
囲
内
に

お
け
る
各
監
事
の
報
酬
額
、
支
給
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
監

事
の
協
議
に
一
任
す
る
。

　

な
お
、
監
事
は
6
名（
う
ち
員
外
監
事
1
名
）で
す
。

ふれっしゅニュースSDGs
味と品質に定評
東美濃産トマト出荷スタート ほか
農旬情報
籾数の多い充実した穂作りを目指して
穂肥を施用しましょう。

今日も二人三脚
キラキラ ひがしみのっ子

Information

おはなし日和
頭の体操

12

ひがしみの夏秋トマト研修制度
研修生募集！14

彩・菜・栽
スイートコーンの抑制栽培15

10

18

19

20

高
品
質
な
コ
ー
ン
を

出
荷
で
き
る
よ
う
工
夫
を
重
ね
て

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か 

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

JA
 H
IGA

SHIMINO

2024 J U
LY

Yum
e No

te

出荷直前まで畑を丹念に見回る成瀬さん

成瀬　茂 さん（７７）
恵那市明智町

ひがしみの掲示板16

第26回通常総代会03
特集

め
ぐ 

み

総
代
会
の
定
足
数

　
総
代
会
は
、
総
代
の
半
数
以
上
が
出
席
し
な
け
れ
ば
議
事
を

聞
き
決
議
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

定
款
第
49
条
の
規
定
に
よ
り
、書
面
又
は
代
理
人
を
も
っ
て
議
決

権
を
行
使
す
る
者
は
、こ
れ
を
出
席
者
と
み
な
し
ま
す
。

総
代
会
の
決
議
方
法

　
総
代
会
の
議
事
は
、出
席
し
た（
書
面
ま
た
は
代
理
人
を
も
っ

て
の
議
決
権
を
含
む
）総
代
の
議
決
権
の
過
半
数
で
こ
れ
を
決
し

ま
す
。

参
考
事
項

第26回 通常総代会
　ＪＡひがしみのは令和６年６月２１日、東美濃ふれあいセン
ターで第２６回通常総代会を開催しました。議長には原善治
さん（中津川市駒場）が選任され、全４議案と附帯決議案に
ついて審議し、原案通り可決されました。

報
告
事
項

第
１
号
議
案

第
4
号
議
案

第
2
号
議
案

第
3
号
議
案

答弁する荻野修三代表理事組合長議長を務めた原善治さん

●総代定数
●総代会当日総代数

・・・・・・・・・・・・ ６００名
・・・ ５９３名

●出席総代数
　・本人出席
　・委任状出席
　・議決権行使書

・・・・・・・・・ ４９６名
・・・・・・・・・・ １８４名
・・・・・・・・・・・ 0名

・・・・ ３１２名
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７
月
下
旬
か
ら
い
よ
い
よ
発
送
が
始
ま
る
ス
イ
ー
ト
コ
ー

ン
の
宅
配
便「
ふ
る
さ
と
パ
ッ
ク
」。
恵
南
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

生
産
協
議
会
の
13
戸
が
、
味
が
自
慢
の
品
種「
恵
味
ゴ
ー
ル
ド
」

を
栽
培
し
、
チ
ル
ド
便
で
鮮
度
も
そ
の
ま
ま
に
発
送
し
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。

　
「
６
月
中
旬
か
ら
出
荷
直
前
ま
で
は
毎
日
、
畑
を
丹
念
に

見
回
っ
て
害
虫
対
策
に
気
が
抜
け
な
い
」と
話
す
成
瀬
さ
ん
。

防
風
ネ
ッ
ト
を
張
り
巡
ら
せ
た
畑
に
は
倒
伏
防
止
の
マ
イ

カ
ー
線
を
引
っ
張
っ
て
、
高
い
品
質
の
コ
ー
ン
を
出
荷
で
き

る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

恵
南
地
域
を
中
心
に
こ
う
し
た
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
販
売

が
始
ま
っ
て
約
25
年
。
成
瀬
さ
ん
も
最
初
期
か
ら
メ
ン
バ
ー

に
加
わ
っ
て
お
り
、
15
a
で
５
，０
０
０
本
を
育
て
て
い
ま
す
。

約
２
週
間
の
発
送
期
間
は
毎
日
、
新
鮮
な
コ
ー
ン
の
品
質
を

確
か
め
な
が
ら
、
丁
寧
な
調
整
を
行
っ
て
送
り
出
し
ま
す
。

　

成
瀬
さ
ん
は
約
50
年
、
狩
猟
に
携
わ
っ
て
き
て
お
り
、
春
か

ら
秋
に
は
ワ
ナ
に
よ
る
有
害

鳥
獣
の
駆
除
も
行
っ
て
い
ま

す
。成
瀬
さ
ん
宅
で
は
夏
の
間
、

イ
ノ
シ
シ
肉
と
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
家
族
で

囲
む
の
が
恒
例
。「
皮
ご
と
表

面
が
黒
く
な
る
ま
で
焼
い
て

か
ら
皮
を
む
き
、
好
み
で
醤

油
を
た
ら
し
て
食
べ
る
と
お

い
し
い
よ
」と
勧
め
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
は
1,
0
0
0
箱
を
出
荷
予
定
の

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の「
ふ
る
さ
と
パ
ッ
ク
」。
そ
の

人
気
と
は
裏
腹
に
、
生
産
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
は

高
齢
化
が
進
ん
で
、
販
売
は
年
々
、
縮
小
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
は
、

４
月
の
種
ま
き
か
ら
７

月
下
旬
の
出
荷
ま
で
約

４
カ
月
間
と
い
う
比
較

的
短
い
期
間
に
で
き
る

作
物
で
す
。
栽
培
に
興

味
の
あ
る
方
は
、Ｊ
Ａ

ひ
が
し
み
の
恵
南
ア
グ

リ
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
■
栽
培
に
興
味
の
あ
る
方
は
こ
ち
ら

　

恵
南
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー

　

℡ 

０
５
７
３‒

５
６‒

２
１
７
１

第
26
年
度（
令
和
5
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
6
年
3
月
31
日
ま
で
）

貸
借
対
照
表
、損
益
計
算
書
及
び
注
記
表
の
内
容
並
び
に
会
計
監

査
人
の
監
査
報
告
及
び
監
事
の
監
査
報
告
に
つ
い
て

　

貸
借
対
照
表
、損
益
計
算
書
を
６
ペ
ー
ジ
に
記
載
。た
だ
し
、「
注

記
表
」並
び
に「
附
属
明
細
書
」に
つ
い
て
は
、
法
令
及
び
定
款
第

40
条
第
5
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
組
合
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（https://ja-higashim
ino.or.jp

）に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

第
26
年
度（
令
和
5
年
度
）事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
の
承
認

に
つ
い
て（
４
〜
７
ペ
ー
ジ
に
抜
粋
あ
り
）

第
27
年
度（
令
和
6
年
度
）事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

（
７
〜
９
ペ
ー
ジ
に
抜
粋
あ
り
）

　

な
お
、
令
和
6
年
4
月
か
ら
既
に
着
手
し
て
い
る
項
目
に
つ
い

て
は
、
本
議
案
に
よ
り
追
認
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
「
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
令
和
4
年
法
律
第
67
号
）」

に
よ
り
懲
役
及
び
禁
錮
が
廃
止
さ
れ
、
拘
禁
刑
が
創
設
さ
れ
た
こ

と
を
受
け「
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
法
律
の
整
理
に
関
す
る
法
律（
令
和
4
年
法
律
第
68
号
）」に
よ

り
農
協
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
文
言
変
更
を
行

う
た
め
、
変
更
の
承
認
を
求
め
る
。

　

併
せ
て
、
令
和
5
年
4
月
1
日
に
施
行
さ
れ
た「
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
令
和
4
年
法
律
第
56

号
）」に
よ
り
、
連
合
会
が
農
業
経
営
を
行
う
場
合
に
会
員
で
あ
る

組
合
に
お
け
る
総
会
決
議
を
要
さ
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
当
該
規

定
の
削
除
を
行
う
。

　

ま
た
、
昨
今
の
個
人
情
報
保
護
意
識
の
高
ま
り
等
を
踏
ま
え
て
、

総
代
選
挙
に
お
け
る
立
候
補
者
等
の
掲
示
に
際
し
、
従
来
の
住
所

に
代
え
、「
選
挙
区
」を
掲
示
す
る
変
更
を
行
う
。

理
事
及
び
監
事
の
報
酬
額
の
決
定
に
つ
い
て

１.
昨
年
度
の
支
給
実
績
及
び
事
業
実
績
、
経
済
情
勢
の
変
化
等

諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
令
和
6
年
度
の
理
事
の
報
酬
に

つ
い
て
は
総
額
6,
0
0
0
万
円
以
内
と
し
、
そ
の
範
囲
内
に

お
け
る
各
理
事
の
報
酬
額
、
支
給
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
理

事
会
に
一
任
す
る
。

　

な
お
、
理
事
の
報
酬
額
に
は
職
員
兼
務
理
事
の
職
員
分
給

与
は
含
ま
な
い
も
の
と
し
ま
す
。
ま
た
、
理
事
は
27
名
で
す
。

2
．昨
年
度
の
支
給
実
績
及
び
事
業
実
績
、
経
済
情
勢
の
変
化
等

諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
令
和
6
年
度
の
監
事
の
報
酬
に

つ
い
て
は
総
額
1,
3
5
0
万
円
以
内
と
し
、
そ
の
範
囲
内
に

お
け
る
各
監
事
の
報
酬
額
、
支
給
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
監

事
の
協
議
に
一
任
す
る
。

　

な
お
、
監
事
は
6
名（
う
ち
員
外
監
事
1
名
）で
す
。

ふれっしゅニュースSDGs
味と品質に定評
東美濃産トマト出荷スタート ほか
農旬情報
籾数の多い充実した穂作りを目指して
穂肥を施用しましょう。

今日も二人三脚
キラキラ ひがしみのっ子

Information

おはなし日和
頭の体操

12

ひがしみの夏秋トマト研修制度
研修生募集！14

彩・菜・栽
スイートコーンの抑制栽培15

10

18

19

20

高
品
質
な
コ
ー
ン
を

出
荷
で
き
る
よ
う
工
夫
を
重
ね
て

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か 

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

JA
 H
IGA

SHIMINO
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te

出荷直前まで畑を丹念に見回る成瀬さん

成瀬　茂 さん（７７）
恵那市明智町

ひがしみの掲示板16

第26回通常総代会03
特集

め
ぐ 

み

総
代
会
の
定
足
数

　
総
代
会
は
、
総
代
の
半
数
以
上
が
出
席
し
な
け
れ
ば
議
事
を

聞
き
決
議
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

定
款
第
49
条
の
規
定
に
よ
り
、書
面
又
は
代
理
人
を
も
っ
て
議
決

権
を
行
使
す
る
者
は
、こ
れ
を
出
席
者
と
み
な
し
ま
す
。

総
代
会
の
決
議
方
法

　
総
代
会
の
議
事
は
、出
席
し
た（
書
面
ま
た
は
代
理
人
を
も
っ

て
の
議
決
権
を
含
む
）総
代
の
議
決
権
の
過
半
数
で
こ
れ
を
決
し

ま
す
。

参
考
事
項

第26回 通常総代会
　ＪＡひがしみのは令和６年６月２１日、東美濃ふれあいセン
ターで第２６回通常総代会を開催しました。議長には原善治
さん（中津川市駒場）が選任され、全４議案と附帯決議案に
ついて審議し、原案通り可決されました。

報
告
事
項

第
１
号
議
案

第
4
号
議
案

第
2
号
議
案

第
3
号
議
案

答弁する荻野修三代表理事組合長議長を務めた原善治さん

●総代定数
●総代会当日総代数

・・・・・・・・・・・・ ６００名
・・・ ５９３名

●出席総代数
　・本人出席
　・委任状出席
　・議決権行使書

・・・・・・・・・ ４９６名
・・・・・・・・・・ １８４名
・・・・・・・・・・・ 0名

・・・・ ３１２名
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本
総
代
会
の
決
議
事
項
中
、
権
利
義
務
に
関
し
な
い
軽
微
な

事
項
の
修
正
、
違
算
及
び
誤
字
の
修
正
並
び
に
法
令
そ
の
他
行

政
庁
の
処
分
ま
た
は
こ
れ
に
基
づ
く
指
示
に
よ
る
必
要
な
修
正

は
、
理
事
会
に
一
任
す
る
。

　・「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」の
変
更
に
つ
い
て

・
中
期
経
営
計
画
の
進
捗
状
況（
令
和
5
年
度 

自
己
改
革
実
践
状

況
）に
つ
い
て

　【
全
４
議
案
と
附
帯
決
議
案
は
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。】

　　

農
畜
産
物
の
適
正
な
価
格
形
成
の
実
現
と
消
費
者
・
事
業
者
等

理
解
の
醸
成
・
行
動
変
容
に
向
け
た
特
別
決
議
を
出
席
総
代
の
拍

手
に
よ
り
左
記
の
通
り
内
容
で
決
議
し
ま
し
た
。

　

地
域
農
業
の
発
展
並
び
に

栽
培
農
地
の
維
持
を
目
指
し
、

地
域
農
業
者
の
育
成
に
向
け
、

ト
マ
ト
研
修
農
場
の
活
用
、

及
び
認
定
農
業
者
・
農
業
法

人
の
発
足
・
育
成
支
援
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

多
様
な
農
業
者
に
向
け
農

業
塾
と
し
て
T
A
C
職
員
を

講
師
に「
ア
グ
リ
ゼ
ミ
」を
開

講
し
多
く
の
農
業
者
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
参
加
者
の

皆
さ
ま
に
は
産
直
出
荷
へ
の
提
案
も
行
い
、
20
名
の
方
が
新
規
出

荷
者
と
な
り
ま
し
た
。

　

女
性
部
活
動
の
取
り
組

み
と
し
て
、
一
合
愛
運
動
と

称
し
、
各
家
庭
で
使
い
切
れ

な
い
未
使
用
食
品
を
持
ち

寄
り
、
そ
れ
ら
を
福
祉
施

設
・
団
体
等
に
寄
贈
す
る
活

動（
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活

動
）を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を

意
識
し
な
が
ら
、
地
産
地
消

を
テ
ー
マ
と
し
た
あ
ぐ
り

ん
講
座
や
プ
チ
セ
ミ
ナ
ー
、
各
種
サ
ー
ク
ル
を
積
極
的
に
開
催
し

会
員
の
増
員
を
図
り
ま
し
た
。

　

食
農
教
育
活
動
と
し
て
、
親
子
を
対
象
と
し
た
ア
グ
リ
ス
ク
ー

ル
を
各
地
域
で
開
催
し「
食
」と「
農
」を
中
心
に
Ｊ
Ａ
へ
の
理
解

を
深
め
る
活
動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、Ｊ
Ａ
食
農
リ
ー
ダ
ー
を

中
心
に
、
管
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校
に
お
い
て
大
豆
や
米
、

野
菜
の
栽
培
・
収
穫
・
加
工
の
体
験
活
動
を
支
援
し
ま
し
た
。

　

准
組
合
員
の
皆
さ
ま
を「
農
業
の
応
援
団
」と
し
て
位
置
づ
け
し
、

准
組
合
員
ア
ン
ケ
ー
ト
や
個
別
モ
ニ
タ
ー
を
通
じ
て
、
そ
の
声
を

聴
く
こ
と
で
、
正
組
合
員
と
准
組
合
員
が
一
体
と
な
っ
た
Ｊ
Ａ

運
営
を
目
指
す
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

地
域
別
座
談
会
や
支
店
運
営
委
員
会
を
開
催
し
、
組
合
員
や

利
用
者
と
の
対
話
の
場
づ

く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、

組
合
員
・
地
域
の
皆
さ
ま

に
信
頼
さ
れ
必
要
と
さ
れ

る
身
近
な
Ｊ
Ａ
を
目
指
し

「
支
店
協
同
活
動
」に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

今
年
度
よ
り
新
た
に

L
I
N
E
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
を
立
ち
上
げ
、
各
種

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
イ
ベ
ン

ト
等
の
情
報
発
信
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

生
産
資
材
価
格
が
高
止
ま
り
す
る
中
、
夏
の
猛
暑
等
の
異
常
気

象
の
影
響
で
栽
培
環
境
は
大
変
厳
し
い
状
況
で
し
た
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
も
と
、
再
生
産
可
能
な
適
正
価
格
に
向
け
た
価
格
交
渉

を
販
売
先
と
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
品
目
の
単
価
に
つ
い
て
前
年
度

を
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

米
に
お
い
て
は
、
日
本
穀

物
検
定
協
会
に
お
け
る
米
の

食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て

「
美
濃
コ
シ
ヒ
カ
リ
」が
令

和
３
年
産
か
ら
３
年
連
続

「
特
A
」を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

施
設
の
老
朽
化
が
進
む
中
、
計
画
的
な
機
械
更
新
を
実
施
し

ま
し
た
。
ま
た
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
の
向
上
と
安
全
・

安
心
な
施
設
運
営
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
施
設
担
当
者
へ
の

現
場
研
修
会
を
実
施
し
、
衛
生
管
理
・
品
質
管
理
技
術
の
徹
底
を

行
う
と
同
時
に
、
施
設
の
安
全
稼
働
並
び
に
良
品
製
造
に
向
け
、

各
種
施
設
に
必
要
な
資
格
取
得
並
び
に
知
識
の
習
得
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　　

生
産
資
材
関
連
で
は
、長
引
く
資
材
価
格
の
高
騰
に
対
し
、農
機

具
等
購
入
助
成
事
業
、
肥
料
価
格
高
騰
対
策
事
業
の
積
極
的
な

推
進
活
動
を
実
施
し
、
多
く
の
農
家
に
助
成
金
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。ま
た
、適
正
施
肥
に
つ
な
が
る
土
壌
診
断
の
取
り
組
み
強
化
、

予
約
注
文
書
の
早
期
回
収
、
市
場
価
格
の
定
期
的
調
査
に
よ
る

価
格
改
定
等
を
実
施
し
、
農
業
者
の
所
得
増
大
に
つ
な
が
る
資
材

コ
ス
ト
低
減
に
努
め
ま

し
た
。

　

生
活
資
材
関
連
で
は
、

地
産
地
消
を
推
し
進
め

る
た
め
、「
地
産
地
消
の

店
」の
認
証
制
度
を
設

け
、
広
報
誌
で
の
店
舗

紹
介
を
行
い
、
地
元
の

農
畜
産
物
の
販
売
強
化

に
努
め
ま
し
た
。さ
ら
に
、

ふ
る
さ
と
納
税
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
に
も
積
極
的
に
取
り
組

み
、
飛
騨
牛
を
軸
と
し
た
地
産
外
消
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

　

組
合
員
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
組
合
員
メ
リ
ッ
ト
還
元
に
つ
き

ま
し
て
は
、
給
油
所
・
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・
Ａ
コ
ー
プ
の
各
店

舗
に
て
年
間
7,
6
0
0
件
以
上
の
ご
利
用
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、

春
の
管
理
機
無
料
点
検
で
は
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

組
合
員
・
利
用
者
の
皆

さ
ま
に
信
頼
さ
れ
安
心
し

て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
地

域
金
融
機
関
を
目
指
し
、

「
く
ら
し
・
農
業
・
地
域
」

へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

機
能（
相
談
・
提
案
）を
基

軸
と
し
た
金
融
仲
介
機
能

を
発
揮
し
、
ご
満
足
い
た

だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
合
事
業
の
堅
持
と
持
続
可
能
な
収
益
構
造
を
確
立

す
る
た
め
、
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
の
展
開
及
び
給
与
・
年
金

振
込
口
座
の
拡
大
に
よ
る
貯
金
量
の
確
保
と
、農
業
者
・
組
合
員
・

利
用
者
の
皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
農
業
関
連
資
金
・
住
宅

ロ
ー
ン
・
小
口
ロ
ー
ン
等
の
提
供
に
よ
る
貸
出
金
の
増
強
を
行
い

ま
し
た
。

　

組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
の「
未
来
づ
く
り
」の
実
現
の
た
め
、

協
同
の
力
に
よ
る「
寄
り
添
う
」「
届
け
る
」「
繋
が
る
」を
通
じ
た

お
役
立
ち
情
報
の
お
知
ら
せ
活
動
と
、
高
度
な
知
識
を
習
得
し
た

専
門
性
の
高
い
職
員
に
よ
る
相
談
・
提
案
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
3
Q
&
は
じ
ま
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」「
お
役
立
ち
ア
ン

ケ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ

ま
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
し
、
ご
満
足
い
た
だ
け
る
保
障
の
提
案
と
、

利
用
者
の
拡
大
と
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の
確
立
を
目
指
し
た

取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

販
売
事
業

利
用
施
設
事
業

信
用
事
業

共
済
事
業

購
買
事
業

生
活
指
導

組
織
広
報

営
農
指
導

指
導
事
業

事
業
報
告

第
26
年
度

令
和
５
年
４
月
１
日
〜
令
和
６
年
３
月
31
日

第26回 通常総代会

い
ち
あ
い
あ
い

附
帯
決
議
案

特
別
決
議（
案
）

報
告
事
項

　原料を海外からの輸入に依存する生産資
材は、ロシアによるウクライナ侵攻等の地政
学リスクの顕在化による調達難や円安の影
響によって、価格の高止まりが依然として続
いている。
　一方、農畜産物の価格は、生産・流通コ
ストの上昇分に応じた価格形成が進んでお
らず、農業生産の現場においては営農継続
に支障をきたしかねない危機的な状況となっ
ている。
　このような中、ＪＡグループのこれまでの
政策提案を十分に踏まえた形でとりまとめら
れた「食料・農業・農村基本法改正案」は、
５月に通常国会にて可決・成立した。
　ＪＡグループは、農畜産物の適正な価格形
成の実現等、新たな基本法に沿った形で、
次期基本計画等において、早急に施策の具
体化を図っていくことを政府・与党に強く求
めていく。
　また、農畜産物の適正な価格形成の実現
に向け、消費者・事業者等理解の醸成・行
動変容を促す取り組みを強力に展開する。
　以上、決議する。

農畜産物の適正な価格形成の実現と
消費者・事業者等理解の

醸成・行動変容に向けた特別決議（案）

令和６年６月２１日
東美濃農業協同組合
第２６回通常総代会

特別決議（案）
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本
総
代
会
の
決
議
事
項
中
、
権
利
義
務
に
関
し
な
い
軽
微
な

事
項
の
修
正
、
違
算
及
び
誤
字
の
修
正
並
び
に
法
令
そ
の
他
行

政
庁
の
処
分
ま
た
は
こ
れ
に
基
づ
く
指
示
に
よ
る
必
要
な
修
正

は
、
理
事
会
に
一
任
す
る
。

　・「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」の
変
更
に
つ
い
て

・
中
期
経
営
計
画
の
進
捗
状
況（
令
和
5
年
度 

自
己
改
革
実
践
状

況
）に
つ
い
て

　【
全
４
議
案
と
附
帯
決
議
案
は
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。】

　　

農
畜
産
物
の
適
正
な
価
格
形
成
の
実
現
と
消
費
者
・
事
業
者
等

理
解
の
醸
成
・
行
動
変
容
に
向
け
た
特
別
決
議
を
出
席
総
代
の
拍

手
に
よ
り
左
記
の
通
り
内
容
で
決
議
し
ま
し
た
。

　

地
域
農
業
の
発
展
並
び
に

栽
培
農
地
の
維
持
を
目
指
し
、

地
域
農
業
者
の
育
成
に
向
け
、

ト
マ
ト
研
修
農
場
の
活
用
、

及
び
認
定
農
業
者
・
農
業
法

人
の
発
足
・
育
成
支
援
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

多
様
な
農
業
者
に
向
け
農

業
塾
と
し
て
T
A
C
職
員
を

講
師
に「
ア
グ
リ
ゼ
ミ
」を
開

講
し
多
く
の
農
業
者
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
参
加
者
の

皆
さ
ま
に
は
産
直
出
荷
へ
の
提
案
も
行
い
、
20
名
の
方
が
新
規
出

荷
者
と
な
り
ま
し
た
。

　

女
性
部
活
動
の
取
り
組

み
と
し
て
、
一
合
愛
運
動
と

称
し
、
各
家
庭
で
使
い
切
れ

な
い
未
使
用
食
品
を
持
ち

寄
り
、
そ
れ
ら
を
福
祉
施

設
・
団
体
等
に
寄
贈
す
る
活

動（
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活

動
）を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を

意
識
し
な
が
ら
、
地
産
地
消

を
テ
ー
マ
と
し
た
あ
ぐ
り

ん
講
座
や
プ
チ
セ
ミ
ナ
ー
、
各
種
サ
ー
ク
ル
を
積
極
的
に
開
催
し

会
員
の
増
員
を
図
り
ま
し
た
。

　

食
農
教
育
活
動
と
し
て
、
親
子
を
対
象
と
し
た
ア
グ
リ
ス
ク
ー

ル
を
各
地
域
で
開
催
し「
食
」と「
農
」を
中
心
に
Ｊ
Ａ
へ
の
理
解

を
深
め
る
活
動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、Ｊ
Ａ
食
農
リ
ー
ダ
ー
を

中
心
に
、
管
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校
に
お
い
て
大
豆
や
米
、

野
菜
の
栽
培
・
収
穫
・
加
工
の
体
験
活
動
を
支
援
し
ま
し
た
。

　

准
組
合
員
の
皆
さ
ま
を「
農
業
の
応
援
団
」と
し
て
位
置
づ
け
し
、

准
組
合
員
ア
ン
ケ
ー
ト
や
個
別
モ
ニ
タ
ー
を
通
じ
て
、
そ
の
声
を

聴
く
こ
と
で
、
正
組
合
員
と
准
組
合
員
が
一
体
と
な
っ
た
Ｊ
Ａ

運
営
を
目
指
す
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

地
域
別
座
談
会
や
支
店
運
営
委
員
会
を
開
催
し
、
組
合
員
や

利
用
者
と
の
対
話
の
場
づ

く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、

組
合
員
・
地
域
の
皆
さ
ま

に
信
頼
さ
れ
必
要
と
さ
れ

る
身
近
な
Ｊ
Ａ
を
目
指
し

「
支
店
協
同
活
動
」に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

今
年
度
よ
り
新
た
に

L
I
N
E
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
を
立
ち
上
げ
、
各
種

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
イ
ベ
ン

ト
等
の
情
報
発
信
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

生
産
資
材
価
格
が
高
止
ま
り
す
る
中
、
夏
の
猛
暑
等
の
異
常
気

象
の
影
響
で
栽
培
環
境
は
大
変
厳
し
い
状
況
で
し
た
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
も
と
、
再
生
産
可
能
な
適
正
価
格
に
向
け
た
価
格
交
渉

を
販
売
先
と
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
品
目
の
単
価
に
つ
い
て
前
年
度

を
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

米
に
お
い
て
は
、
日
本
穀

物
検
定
協
会
に
お
け
る
米
の

食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て

「
美
濃
コ
シ
ヒ
カ
リ
」が
令

和
３
年
産
か
ら
３
年
連
続

「
特
A
」を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

施
設
の
老
朽
化
が
進
む
中
、
計
画
的
な
機
械
更
新
を
実
施
し

ま
し
た
。
ま
た
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
の
向
上
と
安
全
・

安
心
な
施
設
運
営
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
施
設
担
当
者
へ
の

現
場
研
修
会
を
実
施
し
、
衛
生
管
理
・
品
質
管
理
技
術
の
徹
底
を

行
う
と
同
時
に
、
施
設
の
安
全
稼
働
並
び
に
良
品
製
造
に
向
け
、

各
種
施
設
に
必
要
な
資
格
取
得
並
び
に
知
識
の
習
得
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　　

生
産
資
材
関
連
で
は
、長
引
く
資
材
価
格
の
高
騰
に
対
し
、農
機

具
等
購
入
助
成
事
業
、
肥
料
価
格
高
騰
対
策
事
業
の
積
極
的
な

推
進
活
動
を
実
施
し
、
多
く
の
農
家
に
助
成
金
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。ま
た
、適
正
施
肥
に
つ
な
が
る
土
壌
診
断
の
取
り
組
み
強
化
、

予
約
注
文
書
の
早
期
回
収
、
市
場
価
格
の
定
期
的
調
査
に
よ
る

価
格
改
定
等
を
実
施
し
、
農
業
者
の
所
得
増
大
に
つ
な
が
る
資
材

コ
ス
ト
低
減
に
努
め
ま

し
た
。

　

生
活
資
材
関
連
で
は
、

地
産
地
消
を
推
し
進
め

る
た
め
、「
地
産
地
消
の

店
」の
認
証
制
度
を
設

け
、
広
報
誌
で
の
店
舗

紹
介
を
行
い
、
地
元
の

農
畜
産
物
の
販
売
強
化

に
努
め
ま
し
た
。さ
ら
に
、

ふ
る
さ
と
納
税
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
に
も
積
極
的
に
取
り
組

み
、
飛
騨
牛
を
軸
と
し
た
地
産
外
消
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

　

組
合
員
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
組
合
員
メ
リ
ッ
ト
還
元
に
つ
き

ま
し
て
は
、
給
油
所
・
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・
Ａ
コ
ー
プ
の
各
店

舗
に
て
年
間
7,
6
0
0
件
以
上
の
ご
利
用
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、

春
の
管
理
機
無
料
点
検
で
は
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
好
評
を
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た
だ
き
ま
し
た
。

　

組
合
員
・
利
用
者
の
皆

さ
ま
に
信
頼
さ
れ
安
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融
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。
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東美濃農業協同組合
第２６回通常総代会

特別決議（案）



● 67 ● JAひがしみの

　
わ
が
国
の
経
済
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
脱
却

が
進
ん
だ
事
に
よ
る
社
会
経
済
活
動
の
正
常
化

等
を
背
景
に
、
景
気
は
緩
や
か
な
回
復
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
や
中
東
情
勢
は
引
き
続
き
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
で
あ
る
こ
と
等
、
先
行
き
に
対
す
る
不
確

実
性
は
依
然
と
し
て
小
さ
く
な
い
状
況
で
す
。

　
農
業
面
で
は
、
人
口
減
少
に
伴
う
農
業
生
産

者
の
減
少
や
高
齢
化
等
の
課
題
に
直
面
し
て
お

り
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
や
農
業
経
営
の
基

盤
強
化
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
等
に
よ
る
生

産
性
の
向
上
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
世
界
各
地
で
の
紛
争
や
異
常
気
象
等
を

要
因
と
し
た
世
界
的
な
食
料
情
勢
の
変
化
に
伴

う
、
食
料
安
全
保
障
上
の
リ
ス
ク
の
高
ま
り
等

へ
の
対
応
も
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
県
下
J
A
グ
ル
ー
プ
で
は
、「
対
話
を
通
じ
た

農
業
・
地
域
・
J
A
の
未
来
づ
く
り
」を
共
通
の

方
針
と
し
、
組
合
員
と
の
対
話
に
よ
る
不
断
の

自
己
改
革
の
実
践
に
取
り
組
み
、
農
業
者
の
所

得
増
大
の
実
現
及
び
地
域
活
性
化
に
貢
献
す
る

と
と
も
に
、
自
己
改
革
を
支
え
る
経
営
基
盤
の

強
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

１．信用事業資産
①現金
②預金
　系統預金
　系統外預金
③有価証券
　国債
　地方債
　社債
④貸出金
⑤その他の信用事業資産
　未収収益
　その他の資産
⑥債務保証見返
⑦貸倒引当金
２．共済事業資産
①その他の共済事業資産
３．経済事業資産
①受取手形
②経済事業未収金
③経済受託債権
④棚卸資産
　購買品
　貯蔵品
　その他の棚卸資産
⑤その他の経済事業資産
⑥貸倒引当金
４．雑資産
５．固定資産
①有形固定資産
　建物
　機械装置
　土地
　その他の有形固定資産
　減価償却累計額
②無形固定資産
６．外部出資
　系統出資
　系統外出資
　子会社等出資
７．繰延税金資産
　　資産の部　合計

247,840,183
891,958 

196,929,346 
196,834,860

94,485 
15,095,990
4,897,478 
400,000
9,798,511 
33,953,622 
1,176,700 
1,002,464
174,236
2,000 

△209,434
1,706
1,706

2,700,424
3,931 

1,929,806 
34,560 
698,103 
271,956 
127,407 
298,739
36,812
 △2,788
422,406 
3,427,591
3,268,848 
6,155,855 
2,118,641 
1,211,054 
1,650,410  

△7,867,114 
158,743

11,388,746
11,141,225 
242,621 
4,900

109,713
265,890,772

１．信用事業負債
①貯金
②借入金
③その他の信用事業負債
　未払費用
　その他の負債
④債務保証
２．共済事業負債
①共済資金
②未経過共済付加収入
③共済未払費用
④その他の共済事業負債
３．経済事業負債
①経済事業未払金
②経済受託債務
③その他の経済事業負債
４．雑負債
①未払法人税等
②資産除去債務
③その他の負債
５．諸引当金
①賞与引当金
②退職給付引当金
③役員退職慰労引当金
　　　負債の部合計
　　　（純資産の部）
１．組合員資本
①出資金
②再評価積立金
③利益剰余金
　利益準備金
　その他利益剰余金
　　経営基盤強化積立金
　　税効果調整積立金
　　特別積立金
　　当期未処分剰余金
　　（うち当期剰余金）
④処分未済持分
２．評価・換算差額等
①その他有価証券評価差額金
　　  純資産の部合計
  負債及び純資産の部合計

251,692,839
251,228,915 

1,415 
460,507 
24,351 
436,156 
2,000

958,027
615,964
332,326
7,493
2,242

446,190
364,843
66,845
14,501
407,600
30,990
31,596
345,013
427,893
165,000
249,907
12,985

253,932,551

12,024,265
2,688,864 

816 
9,364,236 
2,985,179 
6,379,057 
3,264,950 
146,662 
2,152,437 
815,006

（236,946）
 △29,652
 △66,044
  △66,044
11,958,221
265,890,772

信 用 事 業
共 済 事 業
購 買 事 業
販 売 事 業
保 管 事 業
哺育センター事業
堆肥センター事業
利 用 事 業
作業受委託事業
葬 祭 事 業
簡易郵便局事業
そ の 他 事 業
指 導 事 業
１．事 業 総 利 益
２．事 業 管 理 費
事 業 利 益

３．事 業 外 収 益
４．事 業 外 費 用
経 常 利 益

５．特 別 利 益
６．特 別 損 失
税引前当期利益
法人税等合計
当 期 剰 余 金

当期未処分剰余金

297,484

45,724

3,292,024

311,463

4,469

105,792

65,240

410,568

0

2,415

2,936

13,873

28,461

4,580,453

1,871,171

920,735

3,928,077

454,596

10,390

136,403

69,568

624,674

472

28,972

4,096

29,335

8,321

8,086,814

1,573,686

875,011

636,052

143,132

5,921

30,611

4,328

214,105

472

26,556

1,160

15,461

▲20,139

3,506,361

3,257,487

248,874

181,373

6,794

423,452

45,702

148,167

320,986

84,040

236,946

493,934

55,049

29,076

815,006

当期未処分剰余金

　　合　　計　　

次期繰越剰余金

剰余金処分額
１．利益準備金
２．任意積立金
　（経営基盤強化積立金）
　（農業経営支援積立金）
３．出資配当金

合　　　　　　計

（単位：円）

（単位：円）

■貸借対照表

（資産の部） （負債の部）

■損益計算書 
科　目 収　益費　用科　　目 金　額 科　　目 金　額 差引損益 

※貸借対照表、損益計算書の記載額は千円未満を切り捨てて表示していますので、
　合計金額が一致しない場合があります。

（注）１．出資配当は、年1.5％です。
　　２．任意積立金における目的積立金の種類及び積立目的、積立目標額、取崩し基準等は次のとおりです。

第26年度（令和5年度）剰余金処分計算書 令和５年４月１日～令和６年３月３１日（単位：千円）  （単位：千円）令和6年3月31日現在

３．次期繰越剰余金には、営農指導、生活・文化改善の事業の費用に充てるための繰越額12,000,000円が含まれています。 

当期首繰越剰余金
経営基盤強化積立金取崩額
税効果調整積立金取崩額

　
第
26
回
通
常
総
代
会
で
、
令
和
5
年
度
剰
余
金

処
分
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
資
配
当
金
は
、
6
月
27
日
付
で
組
合
員
の
皆

さ
ま
の
貯
金
口
座
へ
入
金
致
し
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
組
合
員
資
格
に
変
更
が

生
じ
た
場
合
は
、
定
款
第
15
条
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
書
面
に
て
当
Ｊ
Ａ
へ
お
届
け
い
た
だ
く

こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
手
数
で
す
が

当
Ｊ
Ａ
の
最
寄
り
の
支
店
へ
組
合
員
資
格
の
変
更

を
お
届
け
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
組
合
員
資
格
に
は
農
業
者
で
あ
る
正
組
合
員

と
、
農
業
者
以
外
で
あ
る
准
組
合
員
の
2
つ
が

あ
り
ま
す
。

　
正
組
合
員
は
、
個
人
の
場
合
、
耕
作
面
積
に
か

か
わ
ら
ず
農
業
を
営
む
方
、
も
し
く
は
農
業
に
年

間
30
日
以
上
従
事
す
る
方
が
該
当
し
ま
す
。

　
な
お
、
組
合
員
資
格
の
詳
細
な
ど
、
ご
不
明
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
支
店
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
５
年
度
分

出
資
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ
と

組
合
員
資
格
確
認
の
お
願
い

※
右
記
、
組
合
員
資
格
の
変
更
の
他
、
お
届
け
い
た
だ

い
て
い
る
お
名
前
・
ご
住
所
に
変
更
が
生
じ
た
場
合

や
組
合
員
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
な
ど
も
お
届
け

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　※
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
の
名
義
で
、
は
が
き

「
出
資
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ
と
組
合
員
資
格
確
認

の
お
願
い
」が
届
い
て
い
る
場
合
、
当
Ｊ
Ａ
の
出
資
金

が
名
義
変
更（
相
続
手
続
）さ
れ
て
い
な
い
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

事
業
計
画

第
27
年
度

令
和
6
年
4
月
1
日
〜
令
和
7
年
3
月
31
日

基
本
方
針

第26回 通常総代会

815,006,804

815,006,804

50,000,000
250,000,000
（200,000,000）
（50,000,000）
39,253,549

339,253,549

475,753,255

種　類

経営基盤強化
積立金

農業経営支援
積立金

税効果調整
積立金

目的および取崩し基準 積立目標額

５億円

繰延税金資産相当額

当期積立額

積立累計額

200,000,000

3,464,950,406

50,000,000

50,000,000

146,662,824

－

　貸出金等不良債権の処理、固定資産の減損会計、有価証券の価格下落、会計等法
制度の変更に伴う費用の発生等、金融経済環境の急激な変化及びその他不測の損
失発生へのてん補に備え、組合経営の健全な発展を図ることを目的として積立を行
い、次の事象が発生した事業年度において、必要額を取り崩すことができる。
①債権を償却（貸倒引当金繰入含む）することにより多額の費用が発生した場合、そ
の費用相当額
②減損会計等の適用により多額の費用が発生した場合、その費用相当額
③不稼働資産等処分
　不稼働資産計上等上記①②以外の資産について処分損が発生、またはその価値の
毀損により全額回収が危ぶまれる場合に評価損を計上する場合、その費用相当額
④会計等法制度の変更により多額の費用等が発生した場合、その相当額
⑤その他不測の損失等が発生した場合、その費用相当額

次の金額の合計額を限度
額として積み立てる

①貸倒引当金繰入対象債
権の期末残高の10％に
相当する額
②有形固定資産（償却累
計額控除後）の期末帳
簿残高の20％に相当す
る額

　自然災害等により農業施設等に大規模な損失が発生した場合や、農畜産物の販売
価格の大幅な下落や生産資材価格の急激な高騰により、農業経営を圧迫するような
状況に陥った場合に農業者を支援するための積立を行い、該当する費用が発生した
場合に相当額を取り崩す。

　税効果会計による繰延税金資産（法人税等の前払い部分）について回収時まで剰
余金処分を留保するために毎期積立を行う。ただし、繰延税金負債及び有価証券の
評価差額にかかる繰延税金資産に対応する額を除く。繰延税金資産が回収または回
収不能と判断した年度において回収相当額を取り崩す。
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わ
が
国
の
経
済
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
脱
却

が
進
ん
だ
事
に
よ
る
社
会
経
済
活
動
の
正
常
化

等
を
背
景
に
、
景
気
は
緩
や
か
な
回
復
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
や
中
東
情
勢
は
引
き
続
き
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
で
あ
る
こ
と
等
、
先
行
き
に
対
す
る
不
確

実
性
は
依
然
と
し
て
小
さ
く
な
い
状
況
で
す
。

　
農
業
面
で
は
、
人
口
減
少
に
伴
う
農
業
生
産

者
の
減
少
や
高
齢
化
等
の
課
題
に
直
面
し
て
お

り
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
や
農
業
経
営
の
基

盤
強
化
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
等
に
よ
る
生

産
性
の
向
上
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
世
界
各
地
で
の
紛
争
や
異
常
気
象
等
を

要
因
と
し
た
世
界
的
な
食
料
情
勢
の
変
化
に
伴

う
、
食
料
安
全
保
障
上
の
リ
ス
ク
の
高
ま
り
等

へ
の
対
応
も
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
県
下
J
A
グ
ル
ー
プ
で
は
、「
対
話
を
通
じ
た

農
業
・
地
域
・
J
A
の
未
来
づ
く
り
」を
共
通
の

方
針
と
し
、
組
合
員
と
の
対
話
に
よ
る
不
断
の

自
己
改
革
の
実
践
に
取
り
組
み
、
農
業
者
の
所

得
増
大
の
実
現
及
び
地
域
活
性
化
に
貢
献
す
る

と
と
も
に
、
自
己
改
革
を
支
え
る
経
営
基
盤
の

強
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

１．信用事業資産
①現金
②預金
　系統預金
　系統外預金
③有価証券
　国債
　地方債
　社債
④貸出金
⑤その他の信用事業資産
　未収収益
　その他の資産
⑥債務保証見返
⑦貸倒引当金
２．共済事業資産
①その他の共済事業資産
３．経済事業資産
①受取手形
②経済事業未収金
③経済受託債権
④棚卸資産
　購買品
　貯蔵品
　その他の棚卸資産
⑤その他の経済事業資産
⑥貸倒引当金
４．雑資産
５．固定資産
①有形固定資産
　建物
　機械装置
　土地
　その他の有形固定資産
　減価償却累計額
②無形固定資産
６．外部出資
　系統出資
　系統外出資
　子会社等出資
７．繰延税金資産
　　資産の部　合計

247,840,183
891,958 

196,929,346 
196,834,860

94,485 
15,095,990
4,897,478 
400,000
9,798,511 
33,953,622 
1,176,700 
1,002,464
174,236
2,000 

△209,434
1,706
1,706

2,700,424
3,931 

1,929,806 
34,560 
698,103 
271,956 
127,407 
298,739
36,812
 △2,788
422,406 
3,427,591
3,268,848 
6,155,855 
2,118,641 
1,211,054 
1,650,410  

△7,867,114 
158,743

11,388,746
11,141,225 
242,621 
4,900

109,713
265,890,772

１．信用事業負債
①貯金
②借入金
③その他の信用事業負債
　未払費用
　その他の負債
④債務保証
２．共済事業負債
①共済資金
②未経過共済付加収入
③共済未払費用
④その他の共済事業負債
３．経済事業負債
①経済事業未払金
②経済受託債務
③その他の経済事業負債
４．雑負債
①未払法人税等
②資産除去債務
③その他の負債
５．諸引当金
①賞与引当金
②退職給付引当金
③役員退職慰労引当金
　　　負債の部合計
　　　（純資産の部）
１．組合員資本
①出資金
②再評価積立金
③利益剰余金
　利益準備金
　その他利益剰余金
　　経営基盤強化積立金
　　税効果調整積立金
　　特別積立金
　　当期未処分剰余金
　　（うち当期剰余金）
④処分未済持分
２．評価・換算差額等
①その他有価証券評価差額金
　　  純資産の部合計
  負債及び純資産の部合計

251,692,839
251,228,915 

1,415 
460,507 
24,351 
436,156 
2,000

958,027
615,964
332,326
7,493
2,242

446,190
364,843
66,845
14,501
407,600
30,990
31,596
345,013
427,893
165,000
249,907
12,985

253,932,551

12,024,265
2,688,864 

816 
9,364,236 
2,985,179 
6,379,057 
3,264,950 
146,662 
2,152,437 
815,006

（236,946）
 △29,652
 △66,044
  △66,044
11,958,221
265,890,772

信 用 事 業
共 済 事 業
購 買 事 業
販 売 事 業
保 管 事 業
哺育センター事業
堆肥センター事業
利 用 事 業
作業受委託事業
葬 祭 事 業
簡易郵便局事業
そ の 他 事 業
指 導 事 業
１．事 業 総 利 益
２．事 業 管 理 費
事 業 利 益

３．事 業 外 収 益
４．事 業 外 費 用
経 常 利 益

５．特 別 利 益
６．特 別 損 失
税引前当期利益
法人税等合計
当 期 剰 余 金

当期未処分剰余金

297,484

45,724

3,292,024

311,463

4,469

105,792

65,240

410,568

0

2,415

2,936

13,873

28,461

4,580,453

1,871,171

920,735

3,928,077

454,596

10,390

136,403

69,568

624,674

472

28,972

4,096

29,335

8,321

8,086,814

1,573,686

875,011

636,052

143,132

5,921

30,611

4,328

214,105

472

26,556

1,160

15,461

▲20,139

3,506,361

3,257,487

248,874

181,373

6,794

423,452

45,702

148,167

320,986

84,040

236,946

493,934

55,049

29,076

815,006

当期未処分剰余金

　　合　　計　　

次期繰越剰余金

剰余金処分額
１．利益準備金
２．任意積立金
　（経営基盤強化積立金）
　（農業経営支援積立金）
３．出資配当金

合　　　　　　計

（単位：円）

（単位：円）

■貸借対照表

（資産の部） （負債の部）

■損益計算書 
科　目 収　益費　用科　　目 金　額 科　　目 金　額 差引損益 

※貸借対照表、損益計算書の記載額は千円未満を切り捨てて表示していますので、
　合計金額が一致しない場合があります。

（注）１．出資配当は、年1.5％です。
　　２．任意積立金における目的積立金の種類及び積立目的、積立目標額、取崩し基準等は次のとおりです。

第26年度（令和5年度）剰余金処分計算書 令和５年４月１日～令和６年３月３１日（単位：千円）  （単位：千円）令和6年3月31日現在

３．次期繰越剰余金には、営農指導、生活・文化改善の事業の費用に充てるための繰越額12,000,000円が含まれています。 

当期首繰越剰余金
経営基盤強化積立金取崩額
税効果調整積立金取崩額

　
第
26
回
通
常
総
代
会
で
、
令
和
5
年
度
剰
余
金

処
分
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
資
配
当
金
は
、
6
月
27
日
付
で
組
合
員
の
皆

さ
ま
の
貯
金
口
座
へ
入
金
致
し
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
組
合
員
資
格
に
変
更
が

生
じ
た
場
合
は
、
定
款
第
15
条
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
書
面
に
て
当
Ｊ
Ａ
へ
お
届
け
い
た
だ
く

こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
手
数
で
す
が

当
Ｊ
Ａ
の
最
寄
り
の
支
店
へ
組
合
員
資
格
の
変
更

を
お
届
け
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
組
合
員
資
格
に
は
農
業
者
で
あ
る
正
組
合
員

と
、
農
業
者
以
外
で
あ
る
准
組
合
員
の
2
つ
が

あ
り
ま
す
。

　
正
組
合
員
は
、
個
人
の
場
合
、
耕
作
面
積
に
か

か
わ
ら
ず
農
業
を
営
む
方
、
も
し
く
は
農
業
に
年

間
30
日
以
上
従
事
す
る
方
が
該
当
し
ま
す
。

　
な
お
、
組
合
員
資
格
の
詳
細
な
ど
、
ご
不
明
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
支
店
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
５
年
度
分

出
資
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ
と

組
合
員
資
格
確
認
の
お
願
い

※
右
記
、
組
合
員
資
格
の
変
更
の
他
、
お
届
け
い
た
だ

い
て
い
る
お
名
前
・
ご
住
所
に
変
更
が
生
じ
た
場
合

や
組
合
員
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
な
ど
も
お
届
け

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　※
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
の
名
義
で
、
は
が
き

「
出
資
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ
と
組
合
員
資
格
確
認

の
お
願
い
」が
届
い
て
い
る
場
合
、
当
Ｊ
Ａ
の
出
資
金

が
名
義
変
更（
相
続
手
続
）さ
れ
て
い
な
い
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

事
業
計
画

第
27
年
度

令
和
6
年
4
月
1
日
〜
令
和
7
年
3
月
31
日

基
本
方
針

第26回 通常総代会

815,006,804

815,006,804

50,000,000
250,000,000
（200,000,000）
（50,000,000）
39,253,549

339,253,549

475,753,255

種　類

経営基盤強化
積立金

農業経営支援
積立金

税効果調整
積立金

目的および取崩し基準 積立目標額

５億円

繰延税金資産相当額

当期積立額

積立累計額

200,000,000

3,464,950,406

50,000,000

50,000,000

146,662,824

－

　貸出金等不良債権の処理、固定資産の減損会計、有価証券の価格下落、会計等法
制度の変更に伴う費用の発生等、金融経済環境の急激な変化及びその他不測の損
失発生へのてん補に備え、組合経営の健全な発展を図ることを目的として積立を行
い、次の事象が発生した事業年度において、必要額を取り崩すことができる。
①債権を償却（貸倒引当金繰入含む）することにより多額の費用が発生した場合、そ
の費用相当額
②減損会計等の適用により多額の費用が発生した場合、その費用相当額
③不稼働資産等処分
　不稼働資産計上等上記①②以外の資産について処分損が発生、またはその価値の
毀損により全額回収が危ぶまれる場合に評価損を計上する場合、その費用相当額
④会計等法制度の変更により多額の費用等が発生した場合、その相当額
⑤その他不測の損失等が発生した場合、その費用相当額

次の金額の合計額を限度
額として積み立てる

①貸倒引当金繰入対象債
権の期末残高の10％に
相当する額
②有形固定資産（償却累
計額控除後）の期末帳
簿残高の20％に相当す
る額

　自然災害等により農業施設等に大規模な損失が発生した場合や、農畜産物の販売
価格の大幅な下落や生産資材価格の急激な高騰により、農業経営を圧迫するような
状況に陥った場合に農業者を支援するための積立を行い、該当する費用が発生した
場合に相当額を取り崩す。

　税効果会計による繰延税金資産（法人税等の前払い部分）について回収時まで剰
余金処分を留保するために毎期積立を行う。ただし、繰延税金負債及び有価証券の
評価差額にかかる繰延税金資産に対応する額を除く。繰延税金資産が回収または回
収不能と判断した年度において回収相当額を取り崩す。
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こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
で
は
、「
農
業
者

の
所
得
増
大
の
実
現
」、「
組
織
基
盤
の
確
立
と「
食
」と「
農
」を
通

じ
た
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
」、「
総
合
事
業
機
能
発
揮
の
た
め
の

経
営
基
盤
強
化
」を
３
つ
の
柱
と
し
て
、
令
和
４
年
度
か
ら
令
和
６

年
度
ま
で
を
取
り
組
み
期
間
と
す
る
中
期
経
営
計
画
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。最
終
年
度
と
な
る
本
年
度
は
、基
本
項
目
に
基
づ
き
、

営
農
指
導
体
制
強
化
に
よ
る
担
い
手
経
営
体
へ
の
経
営
支
援
と
次

世
代
の
担
い
手
の
育
成
支
援
、
売
れ
る
農
畜
産
物
の
生
産
提
案
と

販
売
強
化
、
ト
ー
タ
ル
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
を
重
要
取
組
事
項
と

し
て
進
め
る
中
、
総
合
事
業
再
編
計
画
に
基
づ
く
業
務
の
効
率
化
・

効
果
的
な
人
材
育
成
・
営
農
経
済
事
業
の
収
支
改
善
に
取
り
組
み
、

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
に「
信
頼
さ
れ
、
必
要
と

さ
れ
る
Ｊ
Ａ
」を
目
指
し
、
下
記
の
基
本
項
目
の
達
成
に
向
け
全
役

職
員
が
一
丸
と
な
り
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

活
動
方
針

　

地
域
農
業
の
維
持
・
振
興
に
向
け
、
新
規
就
農
者
の
育
成
及
び

担
い
手
組
織
の
発
足
支
援
と
育
成
・
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

農
産
物
の
収
穫
量
の
増
加
及
び
畜
産
飼
養
技
術
の
向
上
強
化
を

目
指
し
た
指
導
巡
回
を
実
施
し

ま
す
。
多
様
な
担
い
手
向
け
の

栽
培
研
修
会（
ア
グ
リ
ゼ
ミ
）

等
を
行
い
、
産
直
出
荷
者
の
強

化
と
農
業
者
の
所
得
増
大
に
向

け
た
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
J
A
職
員
の
指
導
力
向
上

に
向
け
、
職
員
の
各
種
資
格
取

得
及
び
実
践
的
な
研
修
等
に
よ

り
、
職
員
の
資
質
向
上
に
努
め

ま
す
。

活
動
方
針

　
「
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
・
お

す
す
め
講
座
・
サ
ー
ク
ル
活
動
」

等
を
通
じ
て
、
女
性
部
活
動
へ

の
積
極
的
な
参
加
と
会
員
の
増

員
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、Ｊ
Ａ

や
農
業
へ
の
理
解
促
進
に
向
け

「
食
」と「
農
」を
基
軸
と
し
た

活
動
と
し
て
、Ｊ
Ａ
食
農
リ
ー

ダ
ー
が
中
心
と
な
り
保
育
園
や

幼
稚
園
・
小
学
校
と
連
携
し
た

食
農
教
育
活
動
や
親
子
を
対
象

と
し
た「
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
」を
各
地
域
で
開
催
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
各
項
目
を
意
識
し
た
活
動
に
よ
り
地
域
農
業
・
地
域

社
会
へ
の
貢
献
を
目
指
す
と
と
も
に
、
地
産
地
消
を
テ
ー
マ
に
、

よ
り「
食
」と「
農
」の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
活
動
を
行
い
、

Ｊ
Ａ
と
地
域
の
輪
を
広
げ
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

活
動
方
針

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

新
た
に
開
設
し
た
L
I
N
E

公
式
ア
カ
ン
ト
を
活
用
し
て

Ｊ
Ａ
の
活
動
や
情
報
を
積
極

的
に
発
信
し
、
L
I
N
E
登

録
者
の
獲
得
や
利
用
拡
大
を

目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、Ｊ
Ａ
の
事
業
や
活
動

を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
支
店
が
実
施
す
る「
支
店
協
同
活
動
」を
通
じ
て
、

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
、
組
合
員
や
地
域
の
皆
さ
ま
と
の
繋
が

り
強
化
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
支
店
運
営
委
員
会
や
地
域
別
座

談
会
・
准
組
合
員
や
利
用
者
の
皆
さ
ま
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
か
ら
の「
声
」を
Ｊ
Ａ
の
事
業
運

営
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

活
動
方
針

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
等
多
様
な
販
売
を
実
践
し
、
実
需
者

ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
販
路
の
開
拓
を
進
め
、
消
費
者
に
選
ば
れ
る

「
東
美
濃
ブ
ラ
ン
ド
」の
販
売
強
化
に
取
り
組

み
、
農
業
者
の
所
得
増
大
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
東
美
濃
ブ
ラ
ン
ド
」の
強
化
に
向

け
、
生
産
か
ら
販
売
ま
で
一
貫
性
の
あ
る
取
り

組
み
を
実
践
し
、
安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物
の

生
産
を
行
う
た
め
、Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
業
生
産
工
程

管
理
）を
推
奨
し
、
生
産
部
会
と
一
体
と
な
り

付
加
価
値
を
高
め
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

 

活
動
方
針

　

農
業
施
設
は
長
年
の

稼
働
に
よ
る
補
修
・
改
修

に
係
る
経
費
の
増
加
に

加
え
、光
熱
費
等
の
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
高
止

ま
り
が
施
設
収
支
に
影

響
を
及
ぼ
し
、大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
農
業
者
の
皆
さ
ま
に
引

き
続
き
ご
利
用
い
た
だ
け
る
施
設

運
営
を
目
指
し
、
効
率
的
な
運
営

を
行
う
と
と
も
に
、
担
い
手
を
中

心
に
様
々
な
作
付
け
計
画
の
提
案

を
実
施
し
施
設
利
用
率
の
拡
大
に

努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
計
画
的
な
補
修
・
改
修
を

行
う
と
と
も
に
、
収
支
改
善
に
向

け
た
調
査
・
検
討
を
行
い
ま
す
。

 

活
動
方
針

　
Ｊ
Ａ
の
総
合
力
を
発
揮
し
、
持
続
可
能
な
農
業
と
豊
か
で
暮
ら

し
や
す
い
地
域
社
会
を
実
現
す
る
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

生
産
資
材
で
は
、
資
材
価
格
高
騰
が
続
く
中
、
肥
料
・
農
薬
・
農

業
機
械
を
軸
に
生
産
資
材
等
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
低
減
・
提
案
に

繋
が
る
予
約
購
買
・
レ
ン
タ
ル
農
機
の
充
実
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を

創
出
し
、
広
く
組
合
員
の
皆
さ
ま
へ
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

　

生
活
資
材
で
は
、「
食
」と

「
農
」を
通
じ
た
地
元
農
畜
産

物
の
地
産
地
消
を
推
し
進
め
る

と
と
も
に
、
地
域
の
皆
さ
ま
の

暮
ら
し
を
よ
り
快
適
に
す
る
た

め
に
、
訪
問
活
動
等
に
よ
る
情

報
提
供
に
取
り
組
み
ま
す
。　

活
動
方
針

　

組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ

ま
に
信
頼
さ
れ
安
心
し
て
ご

利
用
い
た
だ
け
る
地
域
金
融
機
関
を
目
指
し
、
総
合
事
業
を
活

か
し
た
農
業
・
く
ら
し
・
地
域
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ（
相
談
・

提
案
）機
能
を
発
揮
し
、
ご
満
足
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
総
合
事
業
機
能
を
継
続
す
る
た
め
事
業
間
の
連
携
を

強
化
し
、
持
続
可
能
な
収
益
性
の
確
保
と
将
来
に
わ
た
る
健
全

性
を
確
保
す
る
た
め
、
貯
金
量
の
増
加
と
貸
出
金
の
増
強
に
取

り
組
み
ま
す
。

 

活
動
方
針

　

組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
の「
未
来
づ
く
り
」に
貢
献
す
る
た

め
、
協
同
の
力
に
よ
る「
寄
り
添
う
」「
届
け
る
」「
繋
が
る
」を
通
じ

た
、
お
役
立
ち
情
報
の
お
知
ら
せ
活
動
と
質
の
高
い
相
談
・
提
案

活
動
を
実
践
し
ま
す
。
ま
た
、「
3
Q
・
は
じ
ま
る
活
動
」「
あ
ん
し

ん
チ
ェ
ッ
ク
」を
実
践
し
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
へ
最
適
な

保
障
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
、
利
用
者
拡
大
と
持
続
可
能
な

経
営
基
盤
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

指
導
事
業

販
売
事
業

営
農
指
導

生
活
指
導

組
織
広
報

１
．農
業
者
の
所
得
増
大
の
実
現　
　
　
　
　
　

２
．組
織
基
盤
の
確
立
と「
食
」と「
農
」を
通
じ
た

　
　
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
．総
合
事
業
機
能
発
揮
の
た
め
の
経
営
基
盤
強
化

基
本
項
目

利
用
施
設
事
業

購
買
事
業

信
用
事
業

共
済
事
業

第26回 通常総代会

JAひがしみの

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

ギ
ャ
ッ
プ

ＪＡひがしみの公式ＬＩＮＥの登録は
こちらから！

読んでみませんか？ 農業専門の日刊紙です。 もうすぐ創刊１００周年！ＪＡのファミリー雑誌（月刊誌）
食と農、生活情報を中心に人のぬくもりを感じる
読み応えのある記事が満載です。

紙面ｐｉｃｋｕｐ！

「農家の特報班」
　日頃の疑問や取材してほしいという読
者の声をもとに、記者が取材に走ります。

８月の訪問日にお届け！

９月号特集

農畜産物ヒットの秘訣を探求
（毎週土曜日付）
　ヒットする農畜産物は数多くあります。
ヒットする農畜産物の生産、消費の現場
を尋ね、ヒットする理由をひも解きます。

購読料１カ月（税込）
本　紙  ７月まで２,６２３円→８月から３,１００円
電子版  ２,４０３円

お申し込みはＪＡひがしみの各支店・営業所へ

普通月号
付録月号（１・４・５・７・９月号）
１２月号（家計簿付き）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６２９円
・・・９２２円

・・・・・・・・・・１,０２７円

みんな大好き！ みその力
ＪＡ女性組織学習企画
新連載
●ゆっきー先生のスマホ相談室
●数字でわかる食料安全保障

農業・地域・ＪＡの
オピニオン誌『地上』と
子ども向け食農雑誌
『ちゃぐりん』も！
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こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
で
は
、「
農
業
者

の
所
得
増
大
の
実
現
」、「
組
織
基
盤
の
確
立
と「
食
」と「
農
」を
通

じ
た
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
」、「
総
合
事
業
機
能
発
揮
の
た
め
の

経
営
基
盤
強
化
」を
３
つ
の
柱
と
し
て
、
令
和
４
年
度
か
ら
令
和
６

年
度
ま
で
を
取
り
組
み
期
間
と
す
る
中
期
経
営
計
画
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。最
終
年
度
と
な
る
本
年
度
は
、基
本
項
目
に
基
づ
き
、

営
農
指
導
体
制
強
化
に
よ
る
担
い
手
経
営
体
へ
の
経
営
支
援
と
次

世
代
の
担
い
手
の
育
成
支
援
、
売
れ
る
農
畜
産
物
の
生
産
提
案
と

販
売
強
化
、
ト
ー
タ
ル
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
を
重
要
取
組
事
項
と

し
て
進
め
る
中
、
総
合
事
業
再
編
計
画
に
基
づ
く
業
務
の
効
率
化
・

効
果
的
な
人
材
育
成
・
営
農
経
済
事
業
の
収
支
改
善
に
取
り
組
み
、

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
に「
信
頼
さ
れ
、
必
要
と

さ
れ
る
Ｊ
Ａ
」を
目
指
し
、
下
記
の
基
本
項
目
の
達
成
に
向
け
全
役

職
員
が
一
丸
と
な
り
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

活
動
方
針

　

地
域
農
業
の
維
持
・
振
興
に
向
け
、
新
規
就
農
者
の
育
成
及
び

担
い
手
組
織
の
発
足
支
援
と
育
成
・
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

農
産
物
の
収
穫
量
の
増
加
及
び
畜
産
飼
養
技
術
の
向
上
強
化
を

目
指
し
た
指
導
巡
回
を
実
施
し

ま
す
。
多
様
な
担
い
手
向
け
の

栽
培
研
修
会（
ア
グ
リ
ゼ
ミ
）

等
を
行
い
、
産
直
出
荷
者
の
強

化
と
農
業
者
の
所
得
増
大
に
向

け
た
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
J
A
職
員
の
指
導
力
向
上

に
向
け
、
職
員
の
各
種
資
格
取

得
及
び
実
践
的
な
研
修
等
に
よ

り
、
職
員
の
資
質
向
上
に
努
め

ま
す
。

活
動
方
針

　
「
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
・
お

す
す
め
講
座
・
サ
ー
ク
ル
活
動
」

等
を
通
じ
て
、
女
性
部
活
動
へ

の
積
極
的
な
参
加
と
会
員
の
増

員
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、Ｊ
Ａ

や
農
業
へ
の
理
解
促
進
に
向
け

「
食
」と「
農
」を
基
軸
と
し
た

活
動
と
し
て
、Ｊ
Ａ
食
農
リ
ー

ダ
ー
が
中
心
と
な
り
保
育
園
や

幼
稚
園
・
小
学
校
と
連
携
し
た

食
農
教
育
活
動
や
親
子
を
対
象

と
し
た「
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
」を
各
地
域
で
開
催
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
各
項
目
を
意
識
し
た
活
動
に
よ
り
地
域
農
業
・
地
域

社
会
へ
の
貢
献
を
目
指
す
と
と
も
に
、
地
産
地
消
を
テ
ー
マ
に
、

よ
り「
食
」と「
農
」の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
活
動
を
行
い
、

Ｊ
Ａ
と
地
域
の
輪
を
広
げ
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

活
動
方
針

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

新
た
に
開
設
し
た
L
I
N
E

公
式
ア
カ
ン
ト
を
活
用
し
て

Ｊ
Ａ
の
活
動
や
情
報
を
積
極

的
に
発
信
し
、
L
I
N
E
登

録
者
の
獲
得
や
利
用
拡
大
を

目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、Ｊ
Ａ
の
事
業
や
活
動

を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
支
店
が
実
施
す
る「
支
店
協
同
活
動
」を
通
じ
て
、

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
、
組
合
員
や
地
域
の
皆
さ
ま
と
の
繋
が

り
強
化
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
支
店
運
営
委
員
会
や
地
域
別
座

談
会
・
准
組
合
員
や
利
用
者
の
皆
さ
ま
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
か
ら
の「
声
」を
Ｊ
Ａ
の
事
業
運

営
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

活
動
方
針

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
等
多
様
な
販
売
を
実
践
し
、
実
需
者

ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
販
路
の
開
拓
を
進
め
、
消
費
者
に
選
ば
れ
る

「
東
美
濃
ブ
ラ
ン
ド
」の
販
売
強
化
に
取
り
組

み
、
農
業
者
の
所
得
増
大
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
東
美
濃
ブ
ラ
ン
ド
」の
強
化
に
向

け
、
生
産
か
ら
販
売
ま
で
一
貫
性
の
あ
る
取
り

組
み
を
実
践
し
、
安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物
の

生
産
を
行
う
た
め
、Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
業
生
産
工
程

管
理
）を
推
奨
し
、
生
産
部
会
と
一
体
と
な
り

付
加
価
値
を
高
め
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

 
活
動
方
針

　

農
業
施
設
は
長
年
の

稼
働
に
よ
る
補
修
・
改
修

に
係
る
経
費
の
増
加
に

加
え
、光
熱
費
等
の
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
高
止

ま
り
が
施
設
収
支
に
影

響
を
及
ぼ
し
、大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
農
業
者
の
皆
さ
ま
に
引

き
続
き
ご
利
用
い
た
だ
け
る
施
設

運
営
を
目
指
し
、
効
率
的
な
運
営

を
行
う
と
と
も
に
、
担
い
手
を
中

心
に
様
々
な
作
付
け
計
画
の
提
案

を
実
施
し
施
設
利
用
率
の
拡
大
に

努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
計
画
的
な
補
修
・
改
修
を

行
う
と
と
も
に
、
収
支
改
善
に
向

け
た
調
査
・
検
討
を
行
い
ま
す
。

 

活
動
方
針

　
Ｊ
Ａ
の
総
合
力
を
発
揮
し
、
持
続
可
能
な
農
業
と
豊
か
で
暮
ら

し
や
す
い
地
域
社
会
を
実
現
す
る
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

生
産
資
材
で
は
、
資
材
価
格
高
騰
が
続
く
中
、
肥
料
・
農
薬
・
農

業
機
械
を
軸
に
生
産
資
材
等
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
低
減
・
提
案
に

繋
が
る
予
約
購
買
・
レ
ン
タ
ル
農
機
の
充
実
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を

創
出
し
、
広
く
組
合
員
の
皆
さ
ま
へ
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

　

生
活
資
材
で
は
、「
食
」と

「
農
」を
通
じ
た
地
元
農
畜
産

物
の
地
産
地
消
を
推
し
進
め
る

と
と
も
に
、
地
域
の
皆
さ
ま
の

暮
ら
し
を
よ
り
快
適
に
す
る
た

め
に
、
訪
問
活
動
等
に
よ
る
情

報
提
供
に
取
り
組
み
ま
す
。　

活
動
方
針

　

組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ

ま
に
信
頼
さ
れ
安
心
し
て
ご

利
用
い
た
だ
け
る
地
域
金
融
機
関
を
目
指
し
、
総
合
事
業
を
活

か
し
た
農
業
・
く
ら
し
・
地
域
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ（
相
談
・

提
案
）機
能
を
発
揮
し
、
ご
満
足
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
総
合
事
業
機
能
を
継
続
す
る
た
め
事
業
間
の
連
携
を

強
化
し
、
持
続
可
能
な
収
益
性
の
確
保
と
将
来
に
わ
た
る
健
全

性
を
確
保
す
る
た
め
、
貯
金
量
の
増
加
と
貸
出
金
の
増
強
に
取

り
組
み
ま
す
。

 

活
動
方
針

　

組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
の「
未
来
づ
く
り
」に
貢
献
す
る
た

め
、
協
同
の
力
に
よ
る「
寄
り
添
う
」「
届
け
る
」「
繋
が
る
」を
通
じ

た
、
お
役
立
ち
情
報
の
お
知
ら
せ
活
動
と
質
の
高
い
相
談
・
提
案

活
動
を
実
践
し
ま
す
。
ま
た
、「
3
Q
・
は
じ
ま
る
活
動
」「
あ
ん
し

ん
チ
ェ
ッ
ク
」を
実
践
し
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
へ
最
適
な

保
障
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
、
利
用
者
拡
大
と
持
続
可
能
な

経
営
基
盤
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

指
導
事
業

販
売
事
業

営
農
指
導

生
活
指
導

組
織
広
報

１
．農
業
者
の
所
得
増
大
の
実
現　
　
　
　
　
　

２
．組
織
基
盤
の
確
立
と「
食
」と「
農
」を
通
じ
た

　
　
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
．総
合
事
業
機
能
発
揮
の
た
め
の
経
営
基
盤
強
化

基
本
項
目

利
用
施
設
事
業

購
買
事
業

信
用
事
業

共
済
事
業

第26回 通常総代会

JAひがしみの

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

ギ
ャ
ッ
プ

ＪＡひがしみの公式ＬＩＮＥの登録は
こちらから！

読んでみませんか？ 農業専門の日刊紙です。 もうすぐ創刊１００周年！ＪＡのファミリー雑誌（月刊誌）
食と農、生活情報を中心に人のぬくもりを感じる
読み応えのある記事が満載です。

紙面ｐｉｃｋｕｐ！

「農家の特報班」
　日頃の疑問や取材してほしいという読
者の声をもとに、記者が取材に走ります。

８月の訪問日にお届け！

９月号特集

農畜産物ヒットの秘訣を探求
（毎週土曜日付）
　ヒットする農畜産物は数多くあります。
ヒットする農畜産物の生産、消費の現場
を尋ね、ヒットする理由をひも解きます。

購読料１カ月（税込）
本　紙  ７月まで２,６２３円→８月から３,１００円
電子版  ２,４０３円

お申し込みはＪＡひがしみの各支店・営業所へ

普通月号
付録月号（１・４・５・７・９月号）
１２月号（家計簿付き）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６２９円
・・・９２２円

・・・・・・・・・・１,０２７円

みんな大好き！ みその力
ＪＡ女性組織学習企画
新連載
●ゆっきー先生のスマホ相談室
●数字でわかる食料安全保障

農業・地域・ＪＡの
オピニオン誌『地上』と
子ども向け食農雑誌
『ちゃぐりん』も！
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東
美
濃
夏
秋
ト
マ
ト
生
産
協
議
会
が
生

産
す
る
ト
マ
ト
の
出
荷
が
６
月
中
旬
か
ら

始
ま
っ
て
い
ま
す
。管
内
産
の
ト
マ
ト
は
市
場
で
も「
味
が
良
く
日
持

ち
も
良
い
」と
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

同
協
議
会
の
１
１
３
戸
は
、
17
・
８
㌶

で
品
種「
麗
夏
」、「
麗
月
」等
を
栽
培
し
、

11
月
中
旬
ま
で
に
主
に
京
都
、
岐
阜
、
名

古
屋
市
場
へ
１
，５
０
０
㌧
あ
ま
り
を
出

荷
す
る
見
込
み
で
す
。
選
果
場
直
送
の
宅

配
ト
マ
ト（
７
月
17
日
締
切
）の
ほ
か
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト「
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
」

「
カ
シ
モ
ー
ル
」で
の
販
売
も
人
気
で
す
。

　

岐
阜
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
４
日
、
岐
阜
市
の
Ｊ
Ａ
会

館
で
農
業
関
連
学
科
を
設
置
す
る
高
校
の
研
究
活
動

を
支
援
す
る
助
成
金
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
岐

阜
中
央
会
の
櫻
井
宏
会
長
が
、
県
内
７
校
を
代
表
し
て

県
立
恵
那
農
業
高
校
の
水
野
泰
孝
校
長
に
助
成
金
の
目

録
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

将
来
の
地
域
農
業
を
担
う
人
材
の
育
成
を
目
的
に
、

県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
２
０
１
６
年
度
以
降
独
自
に
行
っ

て
い
る「
Ｊ
Ａ
農
業
教
育
支
援
事
業
」の
一
環
で
す
。
農

業
関
連
学
科
を
設
置
す
る
高
校
で
の
県
産
農
畜
産
物
を

利
用
し
た
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
開
発
や
地
域
活
性
化
の
た

め
の
研
究
活
動
支
援
と
し
て
、
７
校
14
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
計
３
５
０
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

　

対
象
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
は
12
月
に
研
究
成

果
の
発
表
を
行
い
ま
す
。

　

東
美
濃
夏
秋
な
す
生
産
協
議
会
が
生

産
す
る
な
す
の
出
荷
が
６
月
中
旬
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
の
27
戸
は
中
山
間
地
の
気

候
を
活
か
し
て
１
・
４
㌶
で
品
質
の
高

い
夏
秋
な
す
の
栽
培
に
励
み
、
高
い
評

価
を
得
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
は
88

㌧
を
岐
阜
、
京
都
の
市
場
へ
出
荷
す
る

計
画
で
す
。

　

東
美
濃
い
ち
ご
生
産
協
議
会
は
６
月
12
日
、
中
津

川
市
の
会
員
の
圃
場
で
栽
培
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
で
は
14
戸
が
冬
か
ら
春
に
か
け
て
イ

チ
ゴ
の
生
産
に
励
み
、
地
元
量
販
店
な
ど
で
の
販

売
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

６
月
は
親
株
か
ら
子
苗
を
生
産
す
る
時
期
に
当
た

り
、
育
苗
管
理
の
方
法
や
省
力
化
の
工
夫
を
学
び
合

い
ま
し
た
。
梅
雨
時
期
か
ら
夏
に
か
け
て
の
病
害
の

防
除
に
つ
い
て
も
確
認
し
ま
し
た
。

　

あ
い
♥
あ
い
会
員
の
サ
ー
ク
ル「
有
機
栽

培『
バ
ラ
』コ
ー
ス
が
５
月
21
日
、
講
師
の

林
勝
代
さ
ん（
蛭
川
）の
バ
ラ
園
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
は
15
人
が
参
加
し
、
有
機
栽

培
の
バ
ラ
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
を
楽
し
み

な
が
ら
学
ん
で
い
ま
す
。
バ
ラ
の
栽
培
管
理

に
重
要
な
時
期
と
な
る
５
月
下
旬
と
12
月

の
年
２
回
を
開
催
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
食
農
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会
の
第
２
回
が
６
月
14
日
、

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
本
店
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
日
本
の
食
文
化
に
欠
か
せ
な
い
が
自
給
率

の
低
い
大
豆
に
つ
い
て
、
小
学
校
等
で
の
体
験
学
習
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
人
材
を
養
成
す
る
た
め
、Ｊ
Ａ
岐
阜
中
央
会
が
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

　

令
和
６
年
度
は
、
食
農
教
育
活
動
に
携
わ
る
こ
と
を
希
望
す
る
３

人
の
方
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
大
豆
栽
培
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て

Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
か
ら
話
を
聞
き
、
豆
腐
作
り
の
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

５
月
に
開
か
れ
た
第
１
回
で
は
、
日
本
型
食
生
活
と
栄
養
管
理
や

食
農
教
育
活
動
の
企
画
作
り
を
学
び
ま
し
た
。
年
間
３
回
の
研
修
会

と
小
学
校
等
で
の
実
習
を
経
て
修
了
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
恵
那
地
域
女
性

部
は
５
月
30
日
、Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の

本
店
で「
季
節
の
郷
土
料
理
を
作
ろ

う
！
」の
会
を
開
き
、
朴
葉
寿
司
作

り
を
行
い
ま
し
た
。
あ
い
♥
あ
い
会

員
の
交
流
と
郷
土
料
理
を
楽
し
み
受

け
継
ぐ
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

参
加
者
は「
交
流
し
な
が
ら
郷
土

の
味
を
手
作
り
す
る
の
を
楽
し
め
た
。

新
し
い
具
材
の
ア
レ
ン
ジ
も
あ
り

参
考
に
な
っ
た
」と
笑
顔
で
話
し
ま

し
た
。

味
と
品
質
に
定
評

東
美
濃
産
ト
マ
ト

出
荷
ス
タ
ー
ト

６
月
中
旬
か
ら
稼
働
し
て
い
る
中
津
川
ト
マ
ト
選
果
場

↑ＪＡタウンは
こちら

↑カシモールは
こちら

６月１３日に開いた出荷目揃え会

恵那農業高校の水野校長（右）に目録を渡す
ＪＡ岐阜中央会の櫻井宏会長

2024年7月
JAひがしみの

農
業
系
高
校
へ
助
成
金

岐
阜
県
内
７
校
に
３
５
０
万
円

あ
い
♥
あ
い
会
員
サ
ー
ク
ル
活
動
で

有
機
の
バ
ラ
栽
培
学
ぶ

東
美
濃
い
ち
ご
生
産
協
が
研
修
会

管
理
の
工
夫
学
び
合
い

88
㌧
を
岐
阜
、京
都
へ

東
美
濃
産
夏
秋
な
す

出
荷
ス
タ
ー
ト

大豆を使ったげんこつや豆腐作りの実習

バラの栽培管理のポイントを聞くサークル参加者

恵那地域のあい♥あい会員が朴葉寿司を作って交流

Ｊ
Ａ
食
農
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会

恵
那
地
域
女
性
部
が
交
流

豆
腐
作
り
の
実
習

朴
葉
寿
司
づ
く
り

大豆栽培の基礎知識についてＪＡ営農
指導員から話を聞く

東美濃いちご生産協議会が育苗管理の方法について研修
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東
美
濃
夏
秋
ト
マ
ト
生
産
協
議
会
が
生

産
す
る
ト
マ
ト
の
出
荷
が
６
月
中
旬
か
ら

始
ま
っ
て
い
ま
す
。管
内
産
の
ト
マ
ト
は
市
場
で
も「
味
が
良
く
日
持

ち
も
良
い
」と
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

同
協
議
会
の
１
１
３
戸
は
、
17
・
８
㌶

で
品
種「
麗
夏
」、「
麗
月
」等
を
栽
培
し
、

11
月
中
旬
ま
で
に
主
に
京
都
、
岐
阜
、
名

古
屋
市
場
へ
１
，５
０
０
㌧
あ
ま
り
を
出

荷
す
る
見
込
み
で
す
。
選
果
場
直
送
の
宅

配
ト
マ
ト（
７
月
17
日
締
切
）の
ほ
か
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト「
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
」

「
カ
シ
モ
ー
ル
」で
の
販
売
も
人
気
で
す
。

　

岐
阜
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
４
日
、
岐
阜
市
の
Ｊ
Ａ
会

館
で
農
業
関
連
学
科
を
設
置
す
る
高
校
の
研
究
活
動

を
支
援
す
る
助
成
金
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
岐

阜
中
央
会
の
櫻
井
宏
会
長
が
、
県
内
７
校
を
代
表
し
て

県
立
恵
那
農
業
高
校
の
水
野
泰
孝
校
長
に
助
成
金
の
目

録
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

将
来
の
地
域
農
業
を
担
う
人
材
の
育
成
を
目
的
に
、

県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
２
０
１
６
年
度
以
降
独
自
に
行
っ

て
い
る「
Ｊ
Ａ
農
業
教
育
支
援
事
業
」の
一
環
で
す
。
農

業
関
連
学
科
を
設
置
す
る
高
校
で
の
県
産
農
畜
産
物
を

利
用
し
た
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
開
発
や
地
域
活
性
化
の
た

め
の
研
究
活
動
支
援
と
し
て
、
７
校
14
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
計
３
５
０
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

　

対
象
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
は
12
月
に
研
究
成

果
の
発
表
を
行
い
ま
す
。

　

東
美
濃
夏
秋
な
す
生
産
協
議
会
が
生

産
す
る
な
す
の
出
荷
が
６
月
中
旬
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
の
27
戸
は
中
山
間
地
の
気

候
を
活
か
し
て
１
・
４
㌶
で
品
質
の
高

い
夏
秋
な
す
の
栽
培
に
励
み
、
高
い
評

価
を
得
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
は
88

㌧
を
岐
阜
、
京
都
の
市
場
へ
出
荷
す
る

計
画
で
す
。

　

東
美
濃
い
ち
ご
生
産
協
議
会
は
６
月
12
日
、
中
津

川
市
の
会
員
の
圃
場
で
栽
培
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
で
は
14
戸
が
冬
か
ら
春
に
か
け
て
イ

チ
ゴ
の
生
産
に
励
み
、
地
元
量
販
店
な
ど
で
の
販

売
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

６
月
は
親
株
か
ら
子
苗
を
生
産
す
る
時
期
に
当
た

り
、
育
苗
管
理
の
方
法
や
省
力
化
の
工
夫
を
学
び
合

い
ま
し
た
。
梅
雨
時
期
か
ら
夏
に
か
け
て
の
病
害
の

防
除
に
つ
い
て
も
確
認
し
ま
し
た
。

　

あ
い
♥
あ
い
会
員
の
サ
ー
ク
ル「
有
機
栽

培『
バ
ラ
』コ
ー
ス
が
５
月
21
日
、
講
師
の

林
勝
代
さ
ん（
蛭
川
）の
バ
ラ
園
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
は
15
人
が
参
加
し
、
有
機
栽

培
の
バ
ラ
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
を
楽
し
み

な
が
ら
学
ん
で
い
ま
す
。
バ
ラ
の
栽
培
管
理

に
重
要
な
時
期
と
な
る
５
月
下
旬
と
12
月

の
年
２
回
を
開
催
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
食
農
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会
の
第
２
回
が
６
月
14
日
、

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
本
店
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
日
本
の
食
文
化
に
欠
か
せ
な
い
が
自
給
率

の
低
い
大
豆
に
つ
い
て
、
小
学
校
等
で
の
体
験
学
習
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
人
材
を
養
成
す
る
た
め
、Ｊ
Ａ
岐
阜
中
央
会
が
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

　

令
和
６
年
度
は
、
食
農
教
育
活
動
に
携
わ
る
こ
と
を
希
望
す
る
３

人
の
方
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
大
豆
栽
培
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て

Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
か
ら
話
を
聞
き
、
豆
腐
作
り
の
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

５
月
に
開
か
れ
た
第
１
回
で
は
、
日
本
型
食
生
活
と
栄
養
管
理
や

食
農
教
育
活
動
の
企
画
作
り
を
学
び
ま
し
た
。
年
間
３
回
の
研
修
会

と
小
学
校
等
で
の
実
習
を
経
て
修
了
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
恵
那
地
域
女
性

部
は
５
月
30
日
、Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の

本
店
で「
季
節
の
郷
土
料
理
を
作
ろ

う
！
」の
会
を
開
き
、
朴
葉
寿
司
作

り
を
行
い
ま
し
た
。
あ
い
♥
あ
い
会

員
の
交
流
と
郷
土
料
理
を
楽
し
み
受

け
継
ぐ
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

参
加
者
は「
交
流
し
な
が
ら
郷
土

の
味
を
手
作
り
す
る
の
を
楽
し
め
た
。

新
し
い
具
材
の
ア
レ
ン
ジ
も
あ
り

参
考
に
な
っ
た
」と
笑
顔
で
話
し
ま

し
た
。

味
と
品
質
に
定
評

東
美
濃
産
ト
マ
ト

出
荷
ス
タ
ー
ト

６
月
中
旬
か
ら
稼
働
し
て
い
る
中
津
川
ト
マ
ト
選
果
場

↑ＪＡタウンは
こちら

↑カシモールは
こちら

６月１３日に開いた出荷目揃え会

恵那農業高校の水野校長（右）に目録を渡す
ＪＡ岐阜中央会の櫻井宏会長

2024年7月
JAひがしみの

農
業
系
高
校
へ
助
成
金

岐
阜
県
内
７
校
に
３
５
０
万
円

あ
い
♥
あ
い
会
員
サ
ー
ク
ル
活
動
で

有
機
の
バ
ラ
栽
培
学
ぶ

東
美
濃
い
ち
ご
生
産
協
が
研
修
会

管
理
の
工
夫
学
び
合
い

88
㌧
を
岐
阜
、京
都
へ

東
美
濃
産
夏
秋
な
す

出
荷
ス
タ
ー
ト

大豆を使ったげんこつや豆腐作りの実習

バラの栽培管理のポイントを聞くサークル参加者

恵那地域のあい♥あい会員が朴葉寿司を作って交流

Ｊ
Ａ
食
農
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会

恵
那
地
域
女
性
部
が
交
流

豆
腐
作
り
の
実
習

朴
葉
寿
司
づ
く
り

大豆栽培の基礎知識についてＪＡ営農
指導員から話を聞く

東美濃いちご生産協議会が育苗管理の方法について研修
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昨年は天候に恵まれいもち
病の発生が少ない年となり
ましたが、令和6年は葉いも
ちの発生は「やや多」と見込
まれています（5/30 県病害
虫防除所 発表）。早いうちに
　　　　　　　　　をお願
いします。

　安定したおいしいお米作りについては、
ＪＡアグリセンターにご相談ください。

募集対象

開催日時
集合場所

見 学 先
内 容
申 込 先

ＪＡへの出荷に向けたなす栽培に興味のある方で、
ＪＡひがしみの管内（中津川市、恵那市）にお住まいの方
令和6年8月21日（水）　午後１時３０分（集合） 
ＪＡひがしみの本店　中津川市茄子川１６４６-１９
※ＪＡ車両に乗り合わせて出発する予定です。

東美濃夏秋なす生産協議会 生産者圃場
栽培の様子見学、なす栽培の魅力やＪＡ管内の栽培状況等について座学
ＪＡひがしみの 営農部 販売戦略指導課　電話 ０５７３-７８-０１３７

●

●
●

●
●
●

過剰な穂肥は食味低下の原因となるため、適切な時期と量を心がけましょう。
基肥一発肥料（エムコート822など）を使用した場合は、原則として穂肥は施用しません。

●幼穂の長さを確認する時期の目安
品　種 田植時期 想定出穂日 確認時期

あきたこまち 5/ 5 7/26 7/ 8

ひとめぼれ 5/ 5 7/29 7/11

コシヒカリ
5/15 8/ 1 7/14

5/25 8/ 4 7/17

●葉色と穂肥施肥量の目安（化成肥料16-0-16の場合）
品　種 葉色 施用量/10a

あきたこまち 4.5～4.0 18kg

ひとめぼれ 4.0～3.5 18kg

コシヒカリ 3.5～3.0 18kg

※葉色が濃いまたは過繁茂の場合、施肥量を減らす、施用時期を遅らせる、あるいは施用中止の判断が必要です。

穂肥のタイミングは
出穂１８日前（幼穂長１cm）が適期
※あさひの夢、たかやまもちは出穂２３日前（幼穂長０.２cm）
※気温が高いと、出穂が早くなります。早めの幼穂確認を！

出穂30日前 出穂18日前

幼穂の長さを確認し、
その時の葉色により施用を判断しましょう。

この時期に
穂肥を施用すると
倒れやすい！

出穂

幼穂1cm

穂肥の時期穂肥の時期

1 2 3 4 5 6 7

2024年
7月

情 報

●水田内のヒエなどのイネ科雑草をすみやかに
除去する。

●畦畔、休耕田は水稲の出穂10日前までに草刈
りをする。

●夏場は草刈後３週間程度でイネ科雑草は再び
出穂するが、水稲の出穂直前～糊熟期には草
刈りをしない
　（→本田内にカメムシを呼びこんでしまうため）

●散布適期は出穂後５～７日の乳熟期頃（穂が傾きかけ
る頃）。

●田面に水を張った状態（水深３cm以下）で散布（深水
はダメ）。

●マルハナバチやミツバチ等の蜂類に影響が出る場合
があるので、近くに養蜂業者やトマトを栽培している
方などがみえたら、散布の数日前までに連絡する。

農薬名 　使用量／
10a・希釈倍数 使用時期

スタークル
粒剤 ３kg 収穫７日前

まで

使用回数等

３回以内

スタークル
液剤10

１,０００倍
使用液量
６０～１５０L

収穫７日前
まで

３回以内
地上散布

斑点米カメムシ

アカヒゲ
ホソミドリ
カスミカメ

アカスジ
カスミカメ

シラホシ
カメムシ

ホソハリ
カメムシ

約10mm
約6mm

除草（エサ場をなくす！）

農薬による防除

※農薬の使用基準は令和6年６月１日現在

籾数の多い充実した穂作りを目指して穂肥を施用しましょう。いもち病をはじめとする病害虫を防除しましょう！

生育後期の管理

対策 １

対策 2

農薬名 使用量／10a 使用時期

コラトップ粒剤５
（いもち病）

３～４kg 葉いもち：初発10日前～初発時
穂いもち：出穂30日前～5日前まで

フジワン粒剤
（いもち病）

３～５kg
葉いもち：初発7～10日前
穂いもち：出穂10～30日前
（収穫30日前まで）

フジワンモンカット粒剤
(いもち病・紋枯病） ３～４kg 出穂30～10日前

(収穫30日前まで)

フジワンラップ粒剤
（いもち病）

３～４kg
葉いもち：初発7～10日前
穂いもち：出穂10～30日前
（収穫30日前まで）

リンバー粒剤
（紋枯病） ３～４kg 収穫30日前まで

（カメムシ類） ４kg 収穫30日前まで

使用回数等

２回以内
※吸収移行性
　が早い

２回以内

２回以内

２回以内

２回以内

 粒剤は
湛水状態で散布し、
散布後７日間は
落水等をしない！

いもち病・紋枯病の薬剤

※農薬の使用基準は、令和6年６月１日現在。

　いもち病に効果のある箱施薬剤を使用しても、７月には効果が著しく低下します。また、
紋枯病は葉鞘に発病し高温多湿で多発、地際部の茎が軟弱となり倒伏を助長します。
　以上の理由から、出穂前に予防防除を行うことが重要です。

注 意

予防防除の徹底

　近年は温暖化等の影響により高温条件下での登熟となりや
すく、収穫時期も早まる傾向にあります。また、日々の平均気温
が高く、数日の刈遅れが品質低下の原因となります。
　刈取時期の見極めをしっかり行い、適期収穫に努めましょう。

～米づくりの仕上げ、最後まで気を緩めないように～

なす栽培見学ツアー参加してみませんか？

　水田ごとに帯緑籾割合（緑色の籾の割合）
が15～10％になった時を刈取開始とし、
帯緑籾割合５％までが収穫適期です。
【注意】葉の色や穂軸の色ではなく、「籾」を見て判断しましょう！

JAひがしみの



● 1213 ● JAひがしみの

昨年は天候に恵まれいもち
病の発生が少ない年となり
ましたが、令和6年は葉いも
ちの発生は「やや多」と見込
まれています（5/30 県病害
虫防除所 発表）。早いうちに
　　　　　　　　　をお願
いします。

　安定したおいしいお米作りについては、
ＪＡアグリセンターにご相談ください。

募集対象

開催日時
集合場所

見 学 先
内 容
申 込 先

ＪＡへの出荷に向けたなす栽培に興味のある方で、
ＪＡひがしみの管内（中津川市、恵那市）にお住まいの方
令和6年8月21日（水）　午後１時３０分（集合） 
ＪＡひがしみの本店　中津川市茄子川１６４６-１９
※ＪＡ車両に乗り合わせて出発する予定です。

東美濃夏秋なす生産協議会 生産者圃場
栽培の様子見学、なす栽培の魅力やＪＡ管内の栽培状況等について座学
ＪＡひがしみの 営農部 販売戦略指導課　電話 ０５７３-７８-０１３７

●

●
●

●
●
●

過剰な穂肥は食味低下の原因となるため、適切な時期と量を心がけましょう。
基肥一発肥料（エムコート822など）を使用した場合は、原則として穂肥は施用しません。

●幼穂の長さを確認する時期の目安
品　種 田植時期 想定出穂日 確認時期

あきたこまち 5/ 5 7/26 7/ 8

ひとめぼれ 5/ 5 7/29 7/11

コシヒカリ
5/15 8/ 1 7/14

5/25 8/ 4 7/17

●葉色と穂肥施肥量の目安（化成肥料16-0-16の場合）
品　種 葉色 施用量/10a

あきたこまち 4.5～4.0 18kg

ひとめぼれ 4.0～3.5 18kg

コシヒカリ 3.5～3.0 18kg

※葉色が濃いまたは過繁茂の場合、施肥量を減らす、施用時期を遅らせる、あるいは施用中止の判断が必要です。

穂肥のタイミングは
出穂１８日前（幼穂長１cm）が適期
※あさひの夢、たかやまもちは出穂２３日前（幼穂長０.２cm）
※気温が高いと、出穂が早くなります。早めの幼穂確認を！

出穂30日前 出穂18日前

幼穂の長さを確認し、
その時の葉色により施用を判断しましょう。

この時期に
穂肥を施用すると
倒れやすい！

出穂

幼穂1cm

穂肥の時期穂肥の時期

1 2 3 4 5 6 7

2024年
7月

情 報

●水田内のヒエなどのイネ科雑草をすみやかに
除去する。

●畦畔、休耕田は水稲の出穂10日前までに草刈
りをする。

●夏場は草刈後３週間程度でイネ科雑草は再び
出穂するが、水稲の出穂直前～糊熟期には草
刈りをしない
　（→本田内にカメムシを呼びこんでしまうため）

●散布適期は出穂後５～７日の乳熟期頃（穂が傾きかけ
る頃）。

●田面に水を張った状態（水深３cm以下）で散布（深水
はダメ）。

●マルハナバチやミツバチ等の蜂類に影響が出る場合
があるので、近くに養蜂業者やトマトを栽培している
方などがみえたら、散布の数日前までに連絡する。

農薬名 　使用量／
10a・希釈倍数 使用時期

スタークル
粒剤 ３kg 収穫７日前

まで

使用回数等

３回以内

スタークル
液剤10

１,０００倍
使用液量
６０～１５０L

収穫７日前
まで

３回以内
地上散布

斑点米カメムシ

アカヒゲ
ホソミドリ
カスミカメ

アカスジ
カスミカメ

シラホシ
カメムシ

ホソハリ
カメムシ

約10mm
約6mm

除草（エサ場をなくす！）

農薬による防除

※農薬の使用基準は令和6年６月１日現在

籾数の多い充実した穂作りを目指して穂肥を施用しましょう。いもち病をはじめとする病害虫を防除しましょう！

生育後期の管理

対策 １

対策 2

農薬名 使用量／10a 使用時期

コラトップ粒剤５
（いもち病）

３～４kg 葉いもち：初発10日前～初発時
穂いもち：出穂30日前～5日前まで

フジワン粒剤
（いもち病）

３～５kg
葉いもち：初発7～10日前
穂いもち：出穂10～30日前
（収穫30日前まで）

フジワンモンカット粒剤
(いもち病・紋枯病） ３～４kg 出穂30～10日前

(収穫30日前まで)

フジワンラップ粒剤
（いもち病）

３～４kg
葉いもち：初発7～10日前
穂いもち：出穂10～30日前
（収穫30日前まで）

リンバー粒剤
（紋枯病） ３～４kg 収穫30日前まで

（カメムシ類） ４kg 収穫30日前まで

使用回数等

２回以内
※吸収移行性
　が早い

２回以内

２回以内

２回以内

２回以内

 粒剤は
湛水状態で散布し、
散布後７日間は
落水等をしない！

いもち病・紋枯病の薬剤

※農薬の使用基準は、令和6年６月１日現在。

　いもち病に効果のある箱施薬剤を使用しても、７月には効果が著しく低下します。また、
紋枯病は葉鞘に発病し高温多湿で多発、地際部の茎が軟弱となり倒伏を助長します。
　以上の理由から、出穂前に予防防除を行うことが重要です。

注 意

予防防除の徹底

　近年は温暖化等の影響により高温条件下での登熟となりや
すく、収穫時期も早まる傾向にあります。また、日々の平均気温
が高く、数日の刈遅れが品質低下の原因となります。
　刈取時期の見極めをしっかり行い、適期収穫に努めましょう。

～米づくりの仕上げ、最後まで気を緩めないように～

なす栽培見学ツアー参加してみませんか？

　水田ごとに帯緑籾割合（緑色の籾の割合）
が15～10％になった時を刈取開始とし、
帯緑籾割合５％までが収穫適期です。
【注意】葉の色や穂軸の色ではなく、「籾」を見て判断しましょう！

JAひがしみの
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旬
の
時
期
と
は
ひ
と
味
違
う
味
わ
い

を
楽
し
め
る
よ
う
に
遅
く
収
穫
す
る
方

法
、抑
制
栽
培
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん

か
。中
間
地
で
は
7
月
中
旬
〜
8
月
中

旬
に
種
ま
き
し
、種
ま
き
後
88
日
程
度
で

収
穫
で
き
ま
す
。８
月
下
旬
以
降
の
種
ま
き
で
は
栽
培
後
半

の
気
温
が
不
足
し
、穂
が
十
分
に
肥
大
し
ま
せ
ん
。

【
品
　
種
】

　
抑
制
栽
培
で
は
生
育
初
期
が
高
温
で
経
過
す
る
た
め
、早

生
品
種
で
は
十
分
な
葉
数
が
展
開
す
る
前
に
出
穂
し
、穂
の

肥
大
が
不
足
し
ま
す
。そ
の
た
め
、高
温
期
で
も
じ
っ
く
り
生

育
す
る
中
世
品
種
の「
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
90
」（
サ
カ
タ
の

タ
ネ
）や「
お
ひ
さ
ま
コ
ー
ン
88
」（
タ
キ
イ
種
苗
）な
ど
が
適

し
て
い
ま
す
。

【
畑
の
準
備
】

　
畑
１
平
方
ｍ
当
た
り
苦
土
石
灰
１
０
０
ｇ
を
あ
ら
か
じ
め

散
布
し
て
お
き
ま
す
。１
平
方
ｍ
当
た
り
化
成
肥
料（
Ｎ
Ｐ
Ｋ

各
成
分
10
％
）２
０
０
ｇ
と
堆
肥
２
㎏
を
全
面
に
施
し
、
土
と

よ
く
混
ぜ
て
お
き
ま
す（
図
１
）。
２
条
ま
き
で
は
、
幅
90
〜

１
０
０
㎝
の
栽
培
床（
ベ
ッ
ド
）を
作
り
、ベ
ッ
ド
を
平
ら
に

な
ら
し
た
後
、地
温
の
上
昇
を
防
ぐ
白
マ
ル
チ
を
し
ま
す
。

【
種
ま
き
・
間
引
き
】

　
株
間
30
㎝
程
度
、１
カ
所
３
、４
粒
の
点
播
に
し
、害
虫
予
防

の
た
め
弓
を
立
て
て
防
虫
ト
ン
ネ
ル
で
被
覆
し
ま
す（
図
２
）。

な
お
、１
、２
株
の
栽
培
や
１
列
の
み
で
は
花
粉
が
不
足
し
や
す

い
の
で
10
株
以
上
に
ま
と
め
て
栽
培
し
て
く
だ
さ
い
。草
丈
10
〜

15
㎝
の
時
に
生
育
の
良
い
１
株
を
残
し
、間
引
く
苗
を
は
さ
み
で

切
り
取
り
ま
す（
引
き
抜
く
と
残
す
苗
の
根
を
傷
め
る
・
図
３
）。

【
追
肥
・
水
や
り
】

　
１
回
目
の
追
肥
は
草
丈
50
〜
60
㎝
の
頃
、１
平
方
ｍ
当
た

り
１
０
０
ｇ
を
ベ
ッ
ド
の
両
側
に
与
え
、株
元
へ
土
寄
せ
し

ま
す
。雄
穂
が
出
る
頃
に
同
様
の
量
を
通
路
に
施
し
中
耕
し

ま
す
。株
元
か
ら
２
、３
本
の
脇
芽
が
出
ま
す
が
、特
に
取
り

除
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
後
、雌
穂
が
２
、３
本
付
き
、

上
の
１
番
穂
が
大
き
く
な
る
の
で
、
こ
れ
を
収
穫
し
ま
す
。

下
に
付
く
穂
は
あ
ま
り
大
き
く
な
ら
な
い
た
め
、残
し
て
お

い
て
も
構
い
ま
せ
ん（
図
４
）。晴
天
が
続
き
水
不
足
と
な
る

と
子
実
の
肥
大
に
影
響
す
る
た
め
、十
分
な
水
や
り
を
し
ま
す
。

【
病
害
虫
防
除
】

　
ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ
や
ア
ブ
ラ
ム
シ
な
ど
害
虫
が
多
く
飛
来
す

る
作
型
の
た
め
、予
防
的
な
農
薬
散
布
が
必
要
で
す
。雄
穂
が

出
る
頃
に
ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ
が
飛
来
し
て
、幼
虫
は
雄
穂
や
雌

穂（
子
実
）に
食
い
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。雄
穂
の
出
始
め
に

登
録
農
薬
を
株
の
上
か
ら
散
布
し
ま
す
。収
穫
期
に
は
防
鳥

ネ
ッ
ト
な
ど
で
カ
ラ
ス
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
被
害
を
防
ぎ
ま
す
。

【
収
　
穫
】

　
収
穫
適
期
は
絹
糸
が
出
て
か
ら
25
日
前
後
で
す
が
、絹
糸

抽
出
期
以
降
の
気
温
に
よ
っ
て
前
後
し
ま
す
の
で
、予
定
日

が
近
づ
い
た
ら
試
し
む
き
し
て
、
先
端
粒
の
張
り
具
合
を

見
て
収
穫
適
期
を
決
定
し
ま
す
。朝
も
ぎ
が
み
ず
み
ず
し
く

お
い
し
い
の
で
、早
朝
に
収
穫
し
ま
し
ょ
う
。

応募資格
　原則、満１８歳以上（令和７年４月１日時点で）
・性別と農業経験は不問
・現住所並びに東美濃地域にて用地の有無は不問
・原則、就農後は東美濃地域に在住できる方
・東美濃夏秋トマト生産協議会に加入しトマトの生産
並びに共同出荷に意欲的な方
・募集目的※に理解賛同する方 ※応募用紙に記載しています。
　応募方法
　応募用紙（ＪＡひがしみのホームページからダウン
ロード）と履歴書（写真貼付）に必要事項を記入し、下記
窓口へ郵送。健康診断書の写しを同封ください。封筒
にトマト研修生応募書類在中とご記入ください。
　募集期間および説明会
　当ＪＡホームページまたは下記の相談窓口でご確認
ください。
　説明会に参加希望の方は別途お申し込みください。
応募を希望される方は必ず募集説明会にご参加くだ
さい。

選考会　詳細な日時等は応募者に別途連絡します。
　受講者決定　選考結果を応募者に直接通知します。
　研修内容
　期間　令和７年４月～（２年以内）
　場所　ひがしみの夏秋トマト研修農場
　　　　かしも健康とまと村圃場
　　　　あすなろ塾長圃場
　　　　（いずれも中津川市、恵那市管内）
　内容　トマト栽培技術や経営に関する実技、講義
　講師　トマト生産者
　協力　ＪＡひがしみの、岐阜県恵那農林事務所　等
　条件　研修にかかる個人経費（作業服や研修施設

までの交通費等）および生活費は自己負担と
なります。
　研修開始までに傷害保険に加入いただき、
研修中の災害補償についてはご自身で対応
していただきます。

お問い合わせ・相談窓口
　ＪＡひがしみの営農部
　東美濃夏秋トマト生産協議会事務局
　〒５０９‒９１３２ 岐阜県中津川市茄子川１６４６‒１９
　ＴＥＬ ０５７３‒７８‒０１３７
　ＦＡＸ ０５７３‒６８‒２８１９

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
各
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
で
は
年
間
４
回
、

ア
グ
リ
ゼ
ミ
の
野
菜
コ
ー
ス
を
開
催
し
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
家
庭
菜
園
の
疑
問
を
解
決
し
た
り
、産
直
出
荷
に
向
け

て
栽
培
技
術
の
向
上
を
目
指
す
人
な
ど
が
参
加
し
て
い
ま

す
。「
初
心
者
で
も
わ
か
り
や
す
い
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旬
の
時
期
と
は
ひ
と
味
違
う
味
わ
い

を
楽
し
め
る
よ
う
に
遅
く
収
穫
す
る
方

法
、抑
制
栽
培
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん

か
。中
間
地
で
は
7
月
中
旬
〜
8
月
中

旬
に
種
ま
き
し
、種
ま
き
後
88
日
程
度
で

収
穫
で
き
ま
す
。８
月
下
旬
以
降
の
種
ま
き
で
は
栽
培
後
半

の
気
温
が
不
足
し
、穂
が
十
分
に
肥
大
し
ま
せ
ん
。

【
品
　
種
】

　
抑
制
栽
培
で
は
生
育
初
期
が
高
温
で
経
過
す
る
た
め
、早

生
品
種
で
は
十
分
な
葉
数
が
展
開
す
る
前
に
出
穂
し
、穂
の

肥
大
が
不
足
し
ま
す
。そ
の
た
め
、高
温
期
で
も
じ
っ
く
り
生

育
す
る
中
世
品
種
の「
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
90
」（
サ
カ
タ
の

タ
ネ
）や「
お
ひ
さ
ま
コ
ー
ン
88
」（
タ
キ
イ
種
苗
）な
ど
が
適

し
て
い
ま
す
。

【
畑
の
準
備
】

　
畑
１
平
方
ｍ
当
た
り
苦
土
石
灰
１
０
０
ｇ
を
あ
ら
か
じ
め

散
布
し
て
お
き
ま
す
。１
平
方
ｍ
当
た
り
化
成
肥
料（
Ｎ
Ｐ
Ｋ

各
成
分
10
％
）２
０
０
ｇ
と
堆
肥
２
㎏
を
全
面
に
施
し
、
土
と

よ
く
混
ぜ
て
お
き
ま
す（
図
１
）。
２
条
ま
き
で
は
、
幅
90
〜

１
０
０
㎝
の
栽
培
床（
ベ
ッ
ド
）を
作
り
、ベ
ッ
ド
を
平
ら
に

な
ら
し
た
後
、地
温
の
上
昇
を
防
ぐ
白
マ
ル
チ
を
し
ま
す
。

【
種
ま
き
・
間
引
き
】

　
株
間
30
㎝
程
度
、１
カ
所
３
、４
粒
の
点
播
に
し
、害
虫
予
防

の
た
め
弓
を
立
て
て
防
虫
ト
ン
ネ
ル
で
被
覆
し
ま
す（
図
２
）。

な
お
、１
、２
株
の
栽
培
や
１
列
の
み
で
は
花
粉
が
不
足
し
や
す

い
の
で
10
株
以
上
に
ま
と
め
て
栽
培
し
て
く
だ
さ
い
。草
丈
10
〜

15
㎝
の
時
に
生
育
の
良
い
１
株
を
残
し
、間
引
く
苗
を
は
さ
み
で

切
り
取
り
ま
す（
引
き
抜
く
と
残
す
苗
の
根
を
傷
め
る
・
図
３
）。

【
追
肥
・
水
や
り
】

　
１
回
目
の
追
肥
は
草
丈
50
〜
60
㎝
の
頃
、１
平
方
ｍ
当
た

り
１
０
０
ｇ
を
ベ
ッ
ド
の
両
側
に
与
え
、株
元
へ
土
寄
せ
し

ま
す
。雄
穂
が
出
る
頃
に
同
様
の
量
を
通
路
に
施
し
中
耕
し

ま
す
。株
元
か
ら
２
、３
本
の
脇
芽
が
出
ま
す
が
、特
に
取
り

除
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
後
、雌
穂
が
２
、３
本
付
き
、

上
の
１
番
穂
が
大
き
く
な
る
の
で
、
こ
れ
を
収
穫
し
ま
す
。

下
に
付
く
穂
は
あ
ま
り
大
き
く
な
ら
な
い
た
め
、残
し
て
お

い
て
も
構
い
ま
せ
ん（
図
４
）。晴
天
が
続
き
水
不
足
と
な
る

と
子
実
の
肥
大
に
影
響
す
る
た
め
、十
分
な
水
や
り
を
し
ま
す
。

【
病
害
虫
防
除
】

　
ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ
や
ア
ブ
ラ
ム
シ
な
ど
害
虫
が
多
く
飛
来
す

る
作
型
の
た
め
、予
防
的
な
農
薬
散
布
が
必
要
で
す
。雄
穂
が

出
る
頃
に
ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ
が
飛
来
し
て
、幼
虫
は
雄
穂
や
雌

穂（
子
実
）に
食
い
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。雄
穂
の
出
始
め
に

登
録
農
薬
を
株
の
上
か
ら
散
布
し
ま
す
。収
穫
期
に
は
防
鳥

ネ
ッ
ト
な
ど
で
カ
ラ
ス
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
被
害
を
防
ぎ
ま
す
。

【
収
　
穫
】

　
収
穫
適
期
は
絹
糸
が
出
て
か
ら
25
日
前
後
で
す
が
、絹
糸

抽
出
期
以
降
の
気
温
に
よ
っ
て
前
後
し
ま
す
の
で
、予
定
日

が
近
づ
い
た
ら
試
し
む
き
し
て
、
先
端
粒
の
張
り
具
合
を

見
て
収
穫
適
期
を
決
定
し
ま
す
。朝
も
ぎ
が
み
ず
み
ず
し
く

お
い
し
い
の
で
、早
朝
に
収
穫
し
ま
し
ょ
う
。

応募資格
　原則、満１８歳以上（令和７年４月１日時点で）
・性別と農業経験は不問
・現住所並びに東美濃地域にて用地の有無は不問
・原則、就農後は東美濃地域に在住できる方
・東美濃夏秋トマト生産協議会に加入しトマトの生産
並びに共同出荷に意欲的な方
・募集目的※に理解賛同する方 ※応募用紙に記載しています。
　応募方法
　応募用紙（ＪＡひがしみのホームページからダウン
ロード）と履歴書（写真貼付）に必要事項を記入し、下記
窓口へ郵送。健康診断書の写しを同封ください。封筒
にトマト研修生応募書類在中とご記入ください。
　募集期間および説明会
　当ＪＡホームページまたは下記の相談窓口でご確認
ください。
　説明会に参加希望の方は別途お申し込みください。
応募を希望される方は必ず募集説明会にご参加くだ
さい。

選考会　詳細な日時等は応募者に別途連絡します。
　受講者決定　選考結果を応募者に直接通知します。
　研修内容
　期間　令和７年４月～（２年以内）
　場所　ひがしみの夏秋トマト研修農場
　　　　かしも健康とまと村圃場
　　　　あすなろ塾長圃場
　　　　（いずれも中津川市、恵那市管内）
　内容　トマト栽培技術や経営に関する実技、講義
　講師　トマト生産者
　協力　ＪＡひがしみの、岐阜県恵那農林事務所　等
　条件　研修にかかる個人経費（作業服や研修施設

までの交通費等）および生活費は自己負担と
なります。
　研修開始までに傷害保険に加入いただき、
研修中の災害補償についてはご自身で対応
していただきます。

お問い合わせ・相談窓口
　ＪＡひがしみの営農部
　東美濃夏秋トマト生産協議会事務局
　〒５０９‒９１３２ 岐阜県中津川市茄子川１６４６‒１９
　ＴＥＬ ０５７３‒７８‒０１３７
　ＦＡＸ ０５７３‒６８‒２８１９
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なすは食べやすい大きさに切り、大葉は千切り
にする。
　 をポリ袋に入れてなす漬けの素と水を加える。
ポリ袋の空気を抜き封をして冷蔵庫で２時間置く。
袋から出してそのまま器に盛りつける。

エーコープ なす漬けの素

なす
大葉
水

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小袋１袋
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４０0ｇ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０枚

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３００ｍｌ

　「焼きおきしないで、焼きたてだけを提供
しているのがこだわり」と話す店主の大宮さ
ん。しょうゆ、砂糖、ピーナッツ、ごまのシン
プルながら絶妙な配合のタレの五平餅は、
「夕森渓谷に遊びに行く前に買ったけど、あ
んまり美味しかったから帰りにも」と立ち寄
るお客さんもいるんだとか。
　「ふるさとの思い出の味を守りたい」と受
け継がれたこの五平餅は、地元の寄り合い
や家族の集まりにもよく利用されています。
焼きたてをすぐに受け取りたい方は、ぜひ
事前予約を（9：00～16：30まで）。
　原料の米は、いろいろな産地の米を食べ
比べて、地元産コシヒカリに辿り着きました。
ＪＡを通してひがしみの産の米を仕入れてい
ます。
　ラーメンや丼物なども提供する食堂と地
元産野菜の産直市場を併設しており、観光
客に人気です。

■応募資格　どなたでも応募できます。
■応募方法
ＪＡ各支店・営業所の窓口にある「応募用紙」を記入
の上、作品の裏に貼り付けてご提出ください。

■サイズ
 ・横位置の作品。サイズは四ツ切、四ツ切ワイド、
Ａ４のいずれか。令和５年１月１日以降に撮影した未
発表の作品に限ります。
 ・作品には応募用紙（自作可）を必ず貼り付けてく
ださい。

■応募点数　お１人様４点までとします。

■応募先
　ＪＡひがしみの  本店  総合企画部 　組織広報課  宛
　〒509-9132  中津川市茄子川1646-19 
　℡ 0573-78-0124 ※最寄りのＪＡ支店・営業所へ持ち込みも可。
■応募締切　令和６年８月末日（消印有効）
■採用点数　各月１作品
■　　賞　　　採用作品（各月）  ＪＡ商品券１万円分

グリーンセンターで秋まき種子５％引
8/19（月）～８/31（土）

Ａコープ店舗で
農協牛乳１リットルを店頭価格より１０円引
豚肉全品１０％引 ８/15（木）～８/17（土）

給油所でガソリン・軽油を各会員価格より
１０円/ℓ引 8/20（火）～8/21（水）

グリーンセンターで野菜の達人ボトル（１㎏入）
８８０円を→７５０円 ７/１６（火）～７/３０（火）
Ａコープ店舗で
農協牛乳１リットルを店頭価格より１０円引
漬物の素各種を店頭価格より１０％引

７/１８（木）～７/２０（土）
給油所でガソリン・軽油を各会員価格より
１０円/ℓ引 ７/２３（火）～７/２４（水）

※商品の在庫には限りがありますのでご了承ください。　※精算時にカードをご提示ください。

最新情報や利用規約は
ホームページをご覧ください。
https://ja-higashimino.or.jp/kc/

今月の１品

　くらしの宅配便は、食料品から日用品までが通販で購入できるＪＡのサービス
です。カタログ通販とインターネットでのご注文どちらもできます。カタログは各
支店窓口で、インターネットは左記ＱＲコードからご覧ください。

くらしの
宅 配 便

作り方

１

１2

3
4

材 料 出来上がり例（３～４人分）

エーコープなす漬けの素で作る なすと大葉の即席漬け

「東美濃の四季」をテーマに管内の皆さまから写真を募集しオリジナルカレンダーを制作します。

家の光大会
あい♥あい会員作品展を開催します

●開 催 日  令和６年７月２７日（土） １０時～１６時
　　　　　　　　　 ７月２８日（日） １０時～１５時
●開催場所  ＪＡひがしみの本店　１階ロビー・２階全室　

●展示募集対象者　あい♥あい会員
　＊作品の展示、体験コーナー、販売などをしていただけます。
●お問い合わせ  JAひがしみの 組織広報課  TEL 0573-78-0124

●照子さんの伝承料理
●さちよさんのパン作り

●プロハーブ化粧品
　／全農
●漬物の素／厚生産業
●酢／大興産業

●掛軸／開拓堂

ＪＡひがしみの  経済部
西尾・大蔵

電話 ０５７３‒７８‒０１２２

登録は

無料 認証店にお渡しする
ＪＡ特製の

東濃ヒノキ製プレート

いきいき市場
中津川市川上40-5

　ＪＡひがしみのでは、ＪＡを通して地元産食材を積極的にご利用いただいている管内
の飲食店等を「地産地消の店」として認証しています。

電　 話／０５７３-７４-２１２７
営業時間／９：００～１７：００（店内飲食１１：００～１５：００）
定休日／不定休

「道の駅 五木のやかた・かわうえ」
入口から300ｍ北

「地産地消の店」認証店

エーコープ

なす漬の素

エーコープ
きゅうり漬の素
（ごましょうゆ味）

レシピはこちら レシピはこちら

２０２5年版 オリジナルカレンダー写真募集

応募の詳細は
 ＨＰでもご覧いただけます。
ホームページ
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（応募総数81件）

　４才で終戦を迎え中国から引き揚げてきた正義
さんと、戦後の食糧難で父方の実家に身を寄せて
中津川で過ごしていた澄江さんの出会いは、親戚
の紹介でした。
　国鉄の職員として東海地区を中心に在来線の
保守管理を行っていた正義さん。澄江さんの「国鉄

に勤めている人がいい」との希望通りに紹介されたのが正義さんで、「背も高くてかっ
こいい」とひとめぼれ。仕事で留守がちだった正義さんと看護師として３交代制で働い
ていた澄江さんは３人の子どもを授かりました。澄江さんは「３交代だからこそ、昼間
家にいられる時もあって、家族のために必要な家事のやりくりができたよ」と話します。
　現在は家庭菜園で「野菜の芽が出てきた時が嬉しい」と笑顔の澄江さん。畑を起こ
したり力仕事は正義さんが頼りで、「お父さんはよく働いてくれる」、正義さんも「よく
（僕の）面倒を見てくれてやさしいよ」とお互いに感謝しています。
　２人はこれからも、「身体を維持できるように食べることを大切に、仲良く過ごして
いきたい」と話しています。

　３世代が暮らす林家のアイドル、莉乃葉ちゃんと
杏結葉ちゃん。代かきではじぃじのトラクターに乗せ
てもらったり、田植えのお手伝いも頑張りました。
　好き嫌いがなく何でも食べるという2人は、ママと
一緒に料理も楽しんでいます。パパの誕生日には、マ
マと３人でケーキを作りました。２人が考えて絵に描い
たケーキを、材料の買い物やスポンジを焼くところから手作りしました。2人にとっては、
ギョウザやたこ焼き、栗きんとんなど、みんなで作る時は何でも「パーティー」！ 
　莉乃葉ちゃんは２年前から、杏結葉ちゃんはこの春から、ピアノを習っていて、秋の
発表会ではママと連弾するのを楽しみにしています。
　将来は、莉乃葉ちゃんはパン屋さん、杏結葉ちゃんはケーキ屋さんになりたいと
教えてくれました。ご両親は「素直で思いやりのある仲良し姉妹でいてくれたら」と
優しく見守っています。

今日も

二 人 三 脚

［問題］二重マスの文字をA～Eの順に
　　　 並べてできる言葉は何でしょうか？

■応募締切日
令和6年7月30日（火）　
■賞品
正解者の中から抽選で
5名様に「農協全国商品券
（1,000円分）」をプレゼント

■応募要領
ハガキに、①クイズの答え ②郵便番号・住所 ③氏名 ④年齢 
⑤職業 ⑥電話番号 ⑦今月号で良かったところ ⑧私のチカラ
飯 ⑨ご意見などをご記入の上、下記までお寄せ下さい。
※読者の皆様からいただいたお便りの個人情報は、当選者へのプレゼント発送に利用させて
いただきます。また、お便りの内容を紙面に紹介する際は、地区
とイニシャルを掲載させていただきます。

〒509-9132 中津川市茄子川1646-19
JAひがしみの 本店 総合企画部 組織広報課
〈E-mail〉koho@ja-higashimino.gjadc.jp

①七夕の短冊を付ける植物
②鳥が羽ばたかせるもの
③東北地方で牛のこと
④だしじゃことも呼ばれます
⑤ひ孫の子どもです
⑦ロンドンのー空港は英国最大の
国際空港です

⑨ポンポンと地面で突いて遊びます
⑪高校球児が試合をするときに履きます
⑬ピサにあるものは傾いていることで
有名です

⑮シャンプーの後で使う人もいます
⑰侍が腰に差していたもの
⑲ーふり構わずがむしゃらに取り組んだ
㉑漢字などに付ける小さな文字

①小説を書く人をこう呼ぶことも
③貼り合わせて合板を作ります
⑥アジやイワシと並んでよく食べら
れる青魚

⑦天の川を渡って織り姫に会いに行
きます

⑧春がスプリングなら夏は
⑩目で見える範囲のこと
⑫手首のこと。ーバンド
⑭2０２４年の夏季五輪が行われる都市
⑯渡りーを通って隣の校舎へ行った
⑱アウターの反対語
⑳ウイスキーはこの中で熟成します
㉒病気の治療や予防に使われます
㉓打ち上げー、線香ー　

■ヨコのカギ ■タテのカギ

吉田 亜紀子 さん
安田　 朝生 さん
桃井　 忠幸 さん
纐纈 まゆみ さん
鷲見 知英子 さん

身体を維持できるように
食べることを大切に

中津川市茄子川

岡崎 正義 さん（８３）
　　 澄江 さん（８３）

パパの誕生日には
2人が考えたケーキでお祝い

中津川市蛭川

林　莉乃葉 ちゃん（７）
　　杏結葉 ちゃん（５）

り　  の　  は

あ　  ゆ　  は

■6月号の答え ナガグツ（長靴）
■クイズ当選者

専用応募フォームは
こちら！

今年は４月から暖かかったせいか、
「ウリハムシの被害が大きかった」という
お便りをたくさんいただきました。

　見つけたら捕殺（動きの鈍い朝が効果的）、
シルバ―のマルチをすると反射光を嫌って
飛来が減少するなどの対策もあるようです。
農薬による防除が必要な場合はアグリまたは
グリーンセンターでお尋ねください。

キュウリやスイカの葉が
オレンジっぽい虫に食い
尽くされてしまった…

中津川市茄子川  Ｍさん

阿木支店と恵那支店管内のあい♥

あい会員を対象に阿木川湖周遊道

でウオーキングを行いました。

農事組合法人阿木特産営農主催のサツマイモの苗植えに園児親子とJA職員が参加しました。

じゃがいもにトマトがなりました！

神坂小学校で田植えをしました。

ＪＡ落合支店

中津川市蛭川  Ｋさん

ＪＡ阿木支店
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中津川市蛭川

林　莉乃葉 ちゃん（７）
　　杏結葉 ちゃん（５）

り　  の　  は

あ　  ゆ　  は

■6月号の答え ナガグツ（長靴）
■クイズ当選者

専用応募フォームは
こちら！

今年は４月から暖かかったせいか、
「ウリハムシの被害が大きかった」という
お便りをたくさんいただきました。

　見つけたら捕殺（動きの鈍い朝が効果的）、
シルバ―のマルチをすると反射光を嫌って
飛来が減少するなどの対策もあるようです。
農薬による防除が必要な場合はアグリまたは
グリーンセンターでお尋ねください。

キュウリやスイカの葉が
オレンジっぽい虫に食い
尽くされてしまった…

中津川市茄子川  Ｍさん

阿木支店と恵那支店管内のあい♥

あい会員を対象に阿木川湖周遊道

でウオーキングを行いました。

農事組合法人阿木特産営農主催のサツマイモの苗植えに園児親子とJA職員が参加しました。

じゃがいもにトマトがなりました！

神坂小学校で田植えをしました。

ＪＡ落合支店

中津川市蛭川  Ｋさん

ＪＡ阿木支店
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■
新
型
コ
ロ
ナ
も
５
類
と
な
り
、
マ
ス
ク
生
活

も
無
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
長
年
マ
ス
ク

生
活
を
続
け
て
い
た
た
め
、
外
す
こ
と
に
抵
抗

を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
外

せ
な
い
も
う
一
つ
の
理
由
が
、
顔
の
頬
が
た
る

ん
で
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
こ
と
。Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
情
報
に
よ
る
と
、
感
染
予
防
と
し
て
多
く

の
人
が
会
話
や
大
声
等
を
避
け
て
い
た
た
め
、

顔
の
筋
肉
が
衰
え
て
し
ま
っ
た
の
が
原
因
だ

そ
う
で
す
。
み
な
さ
ん
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

気
に
な
る
方
は
笑
顔
を
取
り
戻
す
た
め
、
顔

筋
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
始
め
ま
し
ょ
う
。　
（
も
）

第
26
回
通
常
総
代
会
・
・
・
P3

みんなの
よい食プロジェクト
笑味ちゃん

籾数の多い充実した
穂作りを目指して

穂肥を施用しましょ
う。

スイートコーンの抑
制栽培 害虫対策を

万全に

東美濃農業協同組合（JAひがしみの）
〒509-9132 岐阜県中津川市茄子川1646-19
TEL 0573-78-0124  FAX 0573-68-7724  
〈E-mail〉koho@ja-higashimino.gjadc.jp

●2024年7月号 https://ja-higashimino.or. jpJAひがしみの
ホームページ

発行

編集 総合企画部 組織広報課

Higashimino●Information

緊 急 連 絡 先
事故をしてしまったら 0120-25-8931TEL

通帳・キャッシュカードを無くしてしまった 0120-21-5522TEL

葬儀に関するご相談は 0120-098-382TEL

プロパンガス・ガス器具のお問い合わせは 0573-68-7744TEL

岐阜県下ＪＡグループは
地産地消を推進しています

Vol.316

本 店
恵 那 支 店
山 岡 支 店
明 智 支 店
ローンセンター中津川店
ローンセンター恵那店

78-0124
25-5291
56-2121
54-2171
65-3145
26-2999

上 村 支 店
坂 下 支 店
加 子 母 支 店
付 知 支 店
福 岡 支 店

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

47-2311
75-4111
79-2241
82-2121
72-2121

無料相談日 開催場所 市外局番 ☎（0573)

葬儀相談会【９：００～１２：００】

7月

　
8月

恵那支店
坂下支店
福岡支店
加子母支店
付知支店
山岡支店
上村支店
明智支店
恵那支店
坂下支店
福岡支店
加子母支店
付知支店

月　　日内 容 場　　所

年金
相談

月　　日内 容 場　　所

7月

　
　
8月

10日（水）
11日（木）
16日（火）
17日（水）
8日（木）
14日（水）
20日（火）
21日（水）

福岡支店
本　　店
恵那支店
山岡支店
本　　店
福岡支店
恵那支店
山岡支店

中津川店
恵 那 店
中津川店

山岡支店
本　　店
恵那支店
福岡支店

月　　日内 容 場　　所

法律
相談

7月

8月

10日（水）
22日（月）
14日（水）
22日（木）

税務
相談

専門家に無料で相談できます。
お気軽にご利用ください。
電話予約が必要です。

10日（水）
〃　　

17日（水）
〃　　
〃　　
7日（水）
〃　　
〃　　

14日（水）
〃　　

21日（水）
〃　　
〃　　

7月
8月

月　　日内 容 場　　所

ローン
  センター
年金
相談

21日（日）
4日（日）
18日（日）

組 合 員 数
出 資 金
貯 金
貸 出 金
共 済 保 有 高
購買品取扱高
販売品取扱高

32,924人
26億8,886万円

2,541億4,441万円
339億992万円

5,006億6,274万円
10億2,629万円
5億5,469万円

無 料 相 談 日

JAひがしみの概況
（令和6年5月31日現在）

理 事 会

第3回理事会 （令和６年6月２7日）

次の事項が審議されました。
【附議事項】
①第26年度業務報告書について
②２０２４年版コンプライアンス・マニュ
アルの改正について

③令和６年度の各理事の報酬額につ
いて

④役員賠償責任保険の加入（継続）に
ついて

⑤理事との利益相反契約について

ここだけの話

JA
 HI

GASHIMINO

2024 J U L
Y

Yume Note

皮ごとＢＢＱで焼いて
食べるのがオススメ

●８月　１日（木）  中央ホール
●８月　５日（月）  中央ホール
●８月１１日（日）  中央ホール
　　　 〃　　　 恵南ホール

●８月１７日（土）  中央ホール
●８月２３日（金）  中央ホール
●８月２９日（木）  中央ホール

お問い合わせ

■中央ホール  ※ＪＡ葬祭センター事務所にて受付
　中津川市茄子川２０４０

■恵南ホール
　恵那市山岡町上手向２６２７

℡０１２０-０９８-３８２


